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「「「「実践知実践知実践知実践知としてのとしてのとしてのとしての情報情報情報情報システムシステムシステムシステム教育教育教育教育をををを考考考考えるえるえるえる」」」」

～～～～問題感知力問題感知力問題感知力問題感知力をををを磨磨磨磨きききき、、、、情報情報情報情報をををを読読読読みみみみ解解解解くためにくためにくためにくために、、、、
論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力ととととコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力をををを身身身身にににに付付付付けるけるけるける～～～～

情報システム学会

（〔旧〕人材育成委員会 委員）

小林 義人

エム・スクエアー株式会社 代表取締役

㈱竹中パートナーズ マネジング・ディレクター

平成２１年７月11日

情報システム学会 第２回シンポジウム
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前提前提前提前提となるとなるとなるとなる

基本的考基本的考基本的考基本的考ええええ方方方方
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１１１１．．．．情報情報情報情報システムシステムシステムシステム教育教育教育教育のののの基礎基礎基礎基礎はははは
””””言語技術教育言語技術教育言語技術教育言語技術教育““““にあるにあるにあるにある

� 欧米
� 共通した理念と方法に基づき、母語教育を行っている。

� ギリシア文明以来の伝統を継承した共通のメソッド

� 概念化・論理化・コード化、対話に力点をおいた言語技術教育

� 初等中等教育の全過程を通した普遍的な体系

� クリティカル・リーディング

� 論理的に考え、コミュニケーションする訓練

� 他の全教科に亘る学問全体の基盤

� 日本人としても、

�� 論理的論理的論理的論理的にににに考考考考えるえるえるえる力力力力、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション能力能力能力能力、、、、更更更更にににに論理的論理的論理的論理的にににに考考考考えるえるえるえる力力力力、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション能力能力能力能力、、、、更更更更にににに思考様式思考様式思考様式思考様式思考様式思考様式思考様式思考様式（（（（思考習思考習思考習思考習（（（（思考習思考習思考習思考習
慣慣慣慣））））慣慣慣慣））））をををを規定規定規定規定しているしているしているしている「「「「文化文化文化文化」」」」ののののレベルレベルレベルレベルにまでにまでにまでにまで原因原因原因原因をををを遡遡遡遡りりりり、、、、対策対策対策対策をををを考考考考えなくえなくえなくえなくをををを規定規定規定規定しているしているしているしている「「「「文化文化文化文化」」」」ののののレベルレベルレベルレベルにまでにまでにまでにまで原因原因原因原因をををを遡遡遡遡りりりり、、、、対策対策対策対策をををを考考考考えなくえなくえなくえなく

てはいけないのではないかてはいけないのではないかてはいけないのではないかてはいけないのではないか。。。。てはいけないのではないかてはいけないのではないかてはいけないのではないかてはいけないのではないか。。。。

新新新新たなたなたなたな時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム転換転換転換転換新新新新たなたなたなたな時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム転換転換転換転換

情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会 ＋＋＋＋＋＋＋＋ グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化
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論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力はははは世界世界世界世界のののの““““共通言語共通言語共通言語共通言語””””

� 日本や韓国等の一部の国を除いて欧米諸国・その影響下に
あった諸国民における母語教育は、共通のLanguage Artsのメ

ソッドに則ることをご存知ですか？

� 〔絵の分析〕→〔対話・議論〕→〔作文・物語〕

→〔説明の訓練〕→〔テクスト分析〕

� 修辞学・論理学が基礎（結論・根拠付け）

Language Arts言語技術能力言語技術能力言語技術能力言語技術能力

訓練訓練訓練訓練によってによってによってによって伸伸伸伸びるびるびるびるスキルスキルスキルスキル（（（（型型型型））））

Language ArtsLanguage Arts言語技術能力言語技術能力言語技術能力言語技術能力言語技術能力言語技術能力言語技術能力言語技術能力

訓練訓練訓練訓練によってによってによってによって伸伸伸伸びるびるびるびるスキルスキルスキルスキル（（（（型型型型））））訓練訓練訓練訓練によってによってによってによって伸伸伸伸びるびるびるびるスキルスキルスキルスキル（（（（型型型型））））

グローバルスタンダードグローバルスタンダードグローバルスタンダードグローバルスタンダードグローバルスタンダードグローバルスタンダードグローバルスタンダードグローバルスタンダード

のののの言語教育言語教育言語教育言語教育のののの言語教育言語教育言語教育言語教育

ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ全域全域全域全域・・・・北米北米北米北米・・・・南米南米南米南米・・・・オセアニアオセアニアオセアニアオセアニア・・・・アジアアジアアジアアジア（（（（除除除除：：：：韓国韓国韓国韓国ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ全域全域全域全域・・・・北米北米北米北米・・・・南米南米南米南米・・・・オセアニアオセアニアオセアニアオセアニア・・・・アジアアジアアジアアジア（（（（除除除除：：：：韓国韓国韓国韓国//中国中国中国中国））））・・・・中近東中近東中近東中近東・・・・アフリカアフリカアフリカアフリカ諸国諸国諸国諸国中国中国中国中国））））・・・・中近東中近東中近東中近東・・・・アフリカアフリカアフリカアフリカ諸国諸国諸国諸国

論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力ととととコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力がががが共通言語共通言語共通言語共通言語論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力ととととコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力がががが共通言語共通言語共通言語共通言語

翻訳翻訳翻訳翻訳翻訳翻訳翻訳翻訳日本語英語 世界諸国

出典） つくば言語技術教育研究所 所長 三森ゆりか氏作成資料から 筆者加工

日本の
「ガラパゴス諸
島化」からの回
避が必要！
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２２２２．．．．““““情報情報情報情報””””とはとはとはとは何何何何かかかか？？？？ ＝＝＝＝ 言葉言葉言葉言葉、、、、form:形形形形

� 「人間において情報の処理は、通常の場合、主主主主としてとしてとしてとして主主主主としてとしてとしてとして
言語言語言語言語とととと呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる記号体系記号体系記号体系記号体系言語言語言語言語とととと呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる記号体系記号体系記号体系記号体系によって行われている。」（*1）

� ラテン語の“informo” / “informatio”が語源（*2）

� “forma”に入れる(“in”)
� “forma”は、ギリシア語の“idea”を語源とする。
�精神から「「「「見見見見たたたた形形形形」」」」「「「「見見見見たたたた形形形形」」」」 「「「「見見見見られたられたられたられた形形形形」」」」「「「「見見見見られたられたられたられた形形形形」」」」を指す。
�観念の中に入れていくことを”informatio”と言う。

� Informは、「心・頭の中に形作る＝言葉で表す」が原義
である。情報情報情報情報のののの実体実体実体実体はははは言語言語言語言語であるであるであるである情報情報情報情報のののの実体実体実体実体はははは言語言語言語言語であるであるであるであるとの考えるのが妥当
である。（*3）

（*1）沢田允茂（岩波新書「現代論理学入門」）、 （*2）今道友信、 （*3）芳賀正憲
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情報情報情報情報システムシステムシステムシステムとはとはとはとは？？？？ （（（（1/2））））

� 言語体系言語体系言語体系言語体系のののの転写転写転写転写のののの連続連続連続連続としてとしてとしてとして（（（（１１１１））））

� マン・マシーン・システムという場合のヒュー“マン”が形作る、人々の「情報
行動」を含めた全体構造を対象とする。

� 情報技術（ＩＴ）中心、コンピュータ中心の考え方ではない。

�� 言語体系言語体系言語体系言語体系によるによるによるによる「「「「設計情報設計情報設計情報設計情報」」」」のののの転写転写転写転写がががが本質本質本質本質にあるにあるにあるにある。。。。言語体系言語体系言語体系言語体系によるによるによるによる「「「「設計情報設計情報設計情報設計情報」」」」のののの転写転写転写転写がががが本質本質本質本質にあるにあるにあるにある。。。。

情報行動情報行動情報行動情報行動＝＝＝＝情報情報情報情報システムシステムシステムシステム（（（（広義広義広義広義））））

業務や取引の仕組み
の実体

実体の認識 ＝
論理的思考力

業務要件

論理的に 認識する

自然言語（図形等）で記述

転写転写転写転写転写転写転写転写

実実実実

体体体体

〔〔〔〔〔〔〔〔ＡＡＡＡＡＡＡＡ〕〕〕〕〕〕〕〕

情報システム（狭義）

プログラミング言語で記述

プログラム・コード

コンピュータ上の機械語とし
て機能する機構媒媒媒媒

体体体体

製
品
製
品
製
品
製
品

〔〔〔〔〔〔〔〔ＢＢＢＢＢＢＢＢ〕〕〕〕〕〕〕〕

転写転写転写転写転写転写転写転写

内
容
の
一
致

本質は言語技術である

設計情報
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情報情報情報情報システムシステムシステムシステムとはとはとはとは？？？？ （（（（2/2））））

� 問題解決問題解決問題解決問題解決ののののマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント体系体系体系体系としてとしてとしてとして（（（（２２２２））））
� 「人々が自然言語を中心として、物事に対処するために行う組織的な活動、社
会的な活動」を情報システムであると認識とする。

� 「あらゆる組織は組織自体が一つの情報システムである」（H.A.サイモン）

テーマテーマテーマテーマ設定設定設定設定
（（（（課題課題課題課題））））

テーマテーマテーマテーマ設定設定設定設定
（（（（課題課題課題課題））））

① 【【【【言語技術言語技術言語技術言語技術のののの基礎基礎基礎基礎】】】】
論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力とととと

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション訓練訓練訓練訓練

【【【【言語技術言語技術言語技術言語技術のののの基礎基礎基礎基礎】】】】
論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力とととと

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション訓練訓練訓練訓練

④グループグループグループグループ
ワークワークワークワーク

グループグループグループグループ
ワークワークワークワーク

③

�リーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップのののの基本基本基本基本プロセスプロセスプロセスプロセス

A君
A君

B君
B君

D君
D君

F君
F君

E君
E君

C君
C君

チーム編成
•異なる専門力をもつ一人
ひとりが役割を受け持ち、
コミットする

•チーム活動を通して、調
査・インタビュー・分析・討
論・まとめのプロセスを展
開して結論を導く

問題解決問題解決問題解決問題解決
手法手法手法手法

問題解決問題解決問題解決問題解決
手法手法手法手法

②

・具体具体具体具体テーマテーマテーマテーマにににに対対対対してしてしてして
・課題課題課題課題のののの定義定義定義定義・・・・明確化明確化明確化明確化からからからから スタートスタートスタートスタート

・具体具体具体具体テーマテーマテーマテーマにににに対対対対してしてしてして具体具体具体具体テーマテーマテーマテーマにににに対対対対してしてしてして
・課題課題課題課題のののの定義定義定義定義・・・・明確化明確化明確化明確化からからからから課題課題課題課題のののの定義定義定義定義・・・・明確化明確化明確化明確化からからからから スタートスタートスタートスタートスタートスタートスタートスタート

プロジェクトマネジメント

集団 意思 形成

現
状
認
識

原
因
究
明

手
段
開
発

目
標
設
定

�問題解決問題解決問題解決問題解決のののの基本基本基本基本プロセスプロセスプロセスプロセス

問題問題問題問題
感知感知感知感知

問題問題問題問題
感知感知感知感知

Copyright 2007-2009 by M Square, Inc. All rights reserved. 7

仕事仕事仕事仕事社会人電気・計測等技術の応用

？？？？小学電圧・電流・直列・並列

？？？？中学オームの法則

？？？？高校物理・電磁気学

？？？？大学（例）電気工学

論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力とととと

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力

目的・対象物質・エネルギー

情報社会工業社会

３３３３．．．．系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系のののの整備整備整備整備のののの必要必要必要必要

�� 系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系のののの整備整備整備整備系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系のののの整備整備整備整備

�� 小中高小中高小中高小中高・・・・大大大大（（（（院院院院））））のののの教育課程教育課程教育課程教育課程～～～～社会人社会人社会人社会人にににに通通通通じるじるじるじる一環一環一環一環したしたしたした内容内容内容内容のののの系譜系譜系譜系譜小中高小中高小中高小中高・・・・大大大大（（（（院院院院））））のののの教育課程教育課程教育課程教育課程～～～～社会人社会人社会人社会人にににに通通通通じるじるじるじる一環一環一環一環したしたしたした内容内容内容内容のののの系譜系譜系譜系譜

� 大学と企業との連携・協働的な“産学協生”の活動

� 実践知としての情報システム教育の系統的教育（学習）体系
のあり方を問う？！
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４４４４．．．．メッセージメッセージメッセージメッセージ

��時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム変化変化変化変化：：：：時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム変化変化変化変化：：：：

２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀はははは、、、、グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化とととと情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会がががが２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀はははは、、、、グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化とととと情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会がががが
同時進行同時進行同時進行同時進行するするするする社会社会社会社会同時進行同時進行同時進行同時進行するするするする社会社会社会社会

�� 「「「「社会社会社会社会のののの学習様式学習様式学習様式学習様式（（（（思考様式思考様式思考様式思考様式）」）」）」）」のありのありのありのあり方方方方「「「「社会社会社会社会のののの学習様式学習様式学習様式学習様式（（（（思考様式思考様式思考様式思考様式）」）」）」）」のありのありのありのあり方方方方にもにもにもにも大大大大ききききにもにもにもにも大大大大きききき
なななな「「「「転換転換転換転換」」」」をををを迫迫迫迫っているっているっているっている。。。。なななな「「「「転換転換転換転換」」」」をををを迫迫迫迫っているっているっているっている。。。。

�� そのためのそのためのそのためのそのためのそのためのそのためのそのためのそのための能力開発能力開発能力開発能力開発のののの仕組仕組仕組仕組みとみとみとみと実践実践実践実践能力開発能力開発能力開発能力開発のののの仕組仕組仕組仕組みとみとみとみと実践実践実践実践をををを築築築築くくくく必要必要必要必要をををを築築築築くくくく必要必要必要必要
があるがあるがあるがある。。。。があるがあるがあるがある。。。。
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Why？？？？
�福澤翁の「文明論之概略」

� 「文明論とは人人人人のののの精神発達精神発達精神発達精神発達のののの議論議論議論議論人人人人のののの精神発達精神発達精神発達精神発達のののの議論議論議論議論なり」（＊1）

� 「文明は人人人人のののの智徳智徳智徳智徳（（（（知恵知恵知恵知恵ととととモラルモラルモラルモラル））））のののの進歩進歩進歩進歩人人人人のののの智徳智徳智徳智徳（（（（知恵知恵知恵知恵ととととモラルモラルモラルモラル））））のののの進歩進歩進歩進歩なりと云えり」（＊2）

� 「世の文明は周ねくその国民一般国民一般国民一般国民一般にににに分賦分賦分賦分賦せるせるせるせる智徳智徳智徳智徳のののの現像現像現像現像国民一般国民一般国民一般国民一般にににに分賦分賦分賦分賦せるせるせるせる智徳智徳智徳智徳のののの現像現像現像現像
なれば，その国の治乱興廃も亦一般一般一般一般のののの智徳智徳智徳智徳にににに関係関係関係関係するもするもするもするも一般一般一般一般のののの智徳智徳智徳智徳にににに関係関係関係関係するもするもするもするも
のにてのにてのにてのにて，，，，二二二二，，，，三三三三のののの人人人人のののののにてのにてのにてのにて，，，，二二二二，，，，三三三三のののの人人人人のののの能能能能するするするする能能能能するするするする所所所所にににに非非非非所所所所にににに非非非非ずずずずずずずず」（＊2）

*1緒言、*2第四章 一国人民の智徳を論ず

時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム変化変化変化変化は、新たに「「「「社会社会社会社会のののの学習様学習様学習様学習様
式式式式」」」」のありのありのありのあり方方方方に大きな「転換」を迫っている！

時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム変化変化変化変化時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム変化変化変化変化は、新たに「「「「社会社会社会社会のののの学習様学習様学習様学習様「「「「社会社会社会社会のののの学習様学習様学習様学習様
式式式式」」」」のありのありのありのあり方方方方式式式式」」」」のありのありのありのあり方方方方に大きな「転換」を迫っている！

� 「第三第三第三第三のののの開国開国開国開国第三第三第三第三のののの開国開国開国開国」に直面する日本！
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本日本日本日本日のおのおのおのお話話話話しのしのしのしの基本的基本的基本的基本的なななな枠組枠組枠組枠組みみみみ

ＪＵＡＳ_

社会人・中堅社員向け

「問題感知力を磨くための
“問題解決手法勉強会”」

の概要

ＪＵＡＳ_

社会人・中堅社員向け

「問題感知力を磨くための
“問題解決手法勉強会”」

の概要

ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ

デザイン・コンセプトと
アーキテクチャー
－プロジェクトベース

－方法知
－言語技術

－チームビルディング

デザイン・コンセプトと
アーキテクチャー
－プロジェクトベース

－方法知
－言語技術

－チームビルディング

ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ

Ｗｈｙ？
�時代認識時代認識時代認識時代認識とととと自己認識自己認識自己認識自己認識
→→→→課題課題課題課題のののの本質本質本質本質はははは何何何何かかかか？？？？

�日本人の現状はどうか？
→どうしたらよいのか？根本対

策は何か？

Ｗｈｙ？
��時代認識時代認識時代認識時代認識とととと自己認識自己認識自己認識自己認識時代認識時代認識時代認識時代認識とととと自己認識自己認識自己認識自己認識
→→→→課題課題課題課題のののの本質本質本質本質はははは何何何何かかかか？？？？→→→→課題課題課題課題のののの本質本質本質本質はははは何何何何かかかか？？？？

�日本人の現状はどうか？
→どうしたらよいのか？根本対

策は何か？

ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ
今後の高等教育過程との
間にどのような学習のス
パイラル曲線を描くか？

↓
情報システムの基礎力の学習
過程のデザインコンセプトはど
のようにあるべきか？

今後の高等教育過程との
間にどのような学習のス
パイラル曲線を描くか？

↓
情報システムの基礎力の学習
過程のデザインコンセプトはど
のようにあるべきか？

ⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣ

産学協生産学協生産学協生産学協生のありのありのありのあり産学協生産学協生産学協生産学協生のありのありのありのあり

方方方方をををを問問問問うううう方方方方をををを問問問問うううう
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ⅠⅠⅠⅠ．．．．中堅社員向け
「問題感知力を磨くための

“問題解決手法勉強会”」の概要
ご紹介

～ ＪＵＡＳ 第４回 開催案内書をご参照ください。 ～
http://www.juas.or.jp/seminar/open/s410069.html

第４回0901-03¥JUASセミナのご案内.htm



平成平成平成平成21年年年年7月月月月11日日日日

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム学会学会学会学会 第第第第２２２２回回回回シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム

©Copyright 2007-2009 by M Square, Inc. All rights reserved. 3
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全体概要全体概要全体概要全体概要

� 基本構成

�� ①①①①プロジェクトベースプロジェクトベースプロジェクトベースプロジェクトベース①①①①プロジェクトベースプロジェクトベースプロジェクトベースプロジェクトベース

�� ②②②②方法知方法知方法知方法知②②②②方法知方法知方法知方法知

�� ③③③③チームビルディングチームビルディングチームビルディングチームビルディング③③③③チームビルディングチームビルディングチームビルディングチームビルディング

�� ④④④④言語技術言語技術言語技術言語技術④④④④言語技術言語技術言語技術言語技術

� テーマ

�� 音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業においてにおいてにおいてにおいて、、、、デジタルデジタルデジタルデジタル化化化化ととととネットワークネットワークネットワークネットワーク化等化等化等化等にににに音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業においてにおいてにおいてにおいて、、、、デジタルデジタルデジタルデジタル化化化化ととととネットワークネットワークネットワークネットワーク化等化等化等化等にににに
よってよってよってよって、、、、どのようなどのようなどのようなどのような事象事象事象事象（（（（変化変化変化変化ややややトレンドトレンドトレンドトレンド、、、、問題点等問題点等問題点等問題点等））））よってよってよってよって、、、、どのようなどのようなどのようなどのような事象事象事象事象（（（（変化変化変化変化ややややトレンドトレンドトレンドトレンド、、、、問題点等問題点等問題点等問題点等））））

がががが発生発生発生発生しているかをしているかをしているかをしているかを情報収集情報収集情報収集情報収集するするするする。。。。がががが発生発生発生発生しているかをしているかをしているかをしているかを情報収集情報収集情報収集情報収集するするするする。。。。

�� 将来将来将来将来のののの音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業はどのようなはどのようなはどのようなはどのような方向方向方向方向にににに進進進進むのであろうむのであろうむのであろうむのであろう将来将来将来将来のののの音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業はどのようなはどのようなはどのようなはどのような方向方向方向方向にににに進進進進むのであろうむのであろうむのであろうむのであろう
かについてかについてかについてかについて、、、、考察考察考察考察するためのするためのするためのするための素材素材素材素材をををを確認確認確認確認するするするする。。。。かについてかについてかについてかについて、、、、考察考察考察考察するためのするためのするためのするための素材素材素材素材をををを確認確認確認確認するするするする。。。。

� 調査→分析→原因→解決の目標設定→新事
業の企画立案→プレゼンテーション

５
回
に
分
け
て
実
施
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プログラムプログラムプログラムプログラム概要概要概要概要

事業化企画提案書事業化企画提案書事業化企画提案書事業化企画提案書
トップチームトップチームトップチームトップチームのののの選考選考選考選考

事業化企画事業化企画事業化企画事業化企画・・・・提案提案提案提案のののの基本手法基本手法基本手法基本手法とととと手引手引手引手引
きききき、、、、プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション

解決解決解決解決へへへへ導導導導くくくく事業化事業化事業化事業化をををを構想構想構想構想・・・・解決解決解決解決へへへへ導導導導くくくく事業化事業化事業化事業化をををを構想構想構想構想・・・・
企画企画企画企画・・・・立案立案立案立案しししし問題解決力問題解決力問題解決力問題解決力をををを企画企画企画企画・・・・立案立案立案立案しししし問題解決力問題解決力問題解決力問題解決力をををを
向上向上向上向上させるさせるさせるさせる向上向上向上向上させるさせるさせるさせる

第第第第5555回回回回
合宿合宿合宿合宿

（（（（手法手法手法手法にににに基基基基づくづくづくづく成果成果成果成果
物物物物））））

論理展開論理展開論理展開論理展開（（（（演繹法演繹法演繹法演繹法とととと帰納法帰納法帰納法帰納法）、）、）、）、企画提企画提企画提企画提
案骨子作成案骨子作成案骨子作成案骨子作成、、、、グループグループグループグループ演習演習演習演習・・・・発表発表発表発表

事業化企画事業化企画事業化企画事業化企画・・・・提案提案提案提案のののの基本基本基本基本事業化企画事業化企画事業化企画事業化企画・・・・提案提案提案提案のののの基本基本基本基本
手法手法手法手法をををを学学学学びびびび問題解決問題解決問題解決問題解決につにつにつにつ手法手法手法手法をををを学学学学びびびび問題解決問題解決問題解決問題解決につにつにつにつ
なげるなげるなげるなげるなげるなげるなげるなげる

第第第第4444回回回回
半日半日半日半日

（（（（手法手法手法手法にににに基基基基づくづくづくづく成果成果成果成果
物物物物））））

思考展開図思考展開図思考展開図思考展開図〔〔〔〔9999〕〕〕〕、、、、企画提案企画提案企画提案企画提案のののの作作作作りりりり方方方方、、、、
グループグループグループグループ演習演習演習演習・・・・発表発表発表発表

問題状況問題状況問題状況問題状況をををを解消解消解消解消するするするする新新新新たたたた問題状況問題状況問題状況問題状況をををを解消解消解消解消するするするする新新新新たたたた
なななな解決策解決策解決策解決策をををを発想発想発想発想しししし構想構想構想構想ををををなななな解決策解決策解決策解決策をををを発想発想発想発想しししし構想構想構想構想をををを
具体化具体化具体化具体化するするするする具体化具体化具体化具体化するするするする

第第第第3333回回回回
半日半日半日半日

（（（（手法手法手法手法にににに基基基基づくづくづくづく成果成果成果成果
物物物物））））

問答問答問答問答ゲームゲームゲームゲーム〔〔〔〔7777〕〕〕〕、、、、ﾛｼﾛｼﾛｼﾛｼﾞ゙゙゙ｯｸｯｸｯｸｯｸ････ﾂﾘｰﾂﾘｰﾂﾘｰﾂﾘｰ〔〔〔〔8888〕〕〕〕、、、、ｲｯｲｯｲｯｲｯ
ｼｭｰｼｭｰｼｭｰｼｭｰ････ツリーツリーツリーツリー〔〔〔〔8888〕〕〕〕、、、、グループグループグループグループ演習演習演習演習・・・・発表発表発表発表

原因原因原因原因をををを構造的構造的構造的構造的にににに分析分析分析分析・・・・理理理理原因原因原因原因をををを構造的構造的構造的構造的にににに分析分析分析分析・・・・理理理理
解解解解しししし解決解決解決解決へへへへ導導導導くくくく手法手法手法手法をををを学学学学解解解解しししし解決解決解決解決へへへへ導導導導くくくく手法手法手法手法をををを学学学学
ぶぶぶぶぶぶぶぶ

第第第第2222回回回回
半日半日半日半日

（（（（手法手法手法手法にににに基基基基づくづくづくづく成果成果成果成果
物物物物））））

偏愛偏愛偏愛偏愛マップマップマップマップ作成作成作成作成、ＫＪ、ＫＪ、ＫＪ、ＫＪ法法法法〔〔〔〔5555〕〕〕〕、、、、FishboneFishboneFishboneFishbone
分析分析分析分析〔〔〔〔6666〕〕〕〕、、、、グループグループグループグループ演習演習演習演習・・・・発表発表発表発表

情報情報情報情報をををを読読読読みみみみ問題問題問題問題をををを発見発見発見発見しししし情報情報情報情報をををを読読読読みみみみ問題問題問題問題をををを発見発見発見発見しししし
問題感知力問題感知力問題感知力問題感知力をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる問題感知力問題感知力問題感知力問題感知力をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる

第第第第1111回回回回
全日全日全日全日

調査調査調査調査レポートレポートレポートレポートのののの作成作成作成作成、、、、
全体総括文章全体総括文章全体総括文章全体総括文章をををを記記記記
述述述述

ビジネスビジネスビジネスビジネス情報情報情報情報のののの探探探探しししし方方方方（（（（カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー別別別別
のののの情報収集情報収集情報収集情報収集とととと取材活動取材活動取材活動取材活動））））

音楽音楽音楽音楽をををを取巻取巻取巻取巻くくくく環境変化環境変化環境変化環境変化のののの音楽音楽音楽音楽をををを取巻取巻取巻取巻くくくく環境変化環境変化環境変化環境変化のののの
情報収集情報収集情報収集情報収集するするするする情報収集情報収集情報収集情報収集するするするする

事前事前事前事前
課題課題課題課題

フォームフォームフォームフォーム・・・・成果物成果物成果物成果物手法手法手法手法（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋））））実施内容実施内容実施内容実施内容・・・・主題主題主題主題
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取取取取りりりり組組組組むむむむ手法手法手法手法（（（（““““方法知方法知方法知方法知””””））））

� 何が問題か？の入り口から疑問をもって、問題感知する。
� 現象の把握のための情報収集～分析～原因究明までを構造的に把握する。
� 目標を設定し実現のために創造するプロセスを思考展開図により実施する。

★課題設定力：事象を観察して何が問題なのかを見抜く力★課題設定力：事象を観察して何が問題なのかを見抜く力

時
代
時
代
時
代
時
代
のののの
潮
流
潮
流
潮
流
潮
流
をををを
読読読読
むむむむ

②②②②
Ｋ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
法法法法

③③③③
特
性
要
因
図

特
性
要
因
図

特
性
要
因
図

特
性
要
因
図

⑦⑦⑦⑦
企
画
提
案
書

企
画
提
案
書

企
画
提
案
書

企
画
提
案
書

（（（（着
眼
着
眼
着
眼
着
眼
・・・・発
想
発
想
発
想
発
想
・・・・創
造
創
造
創
造
創
造
））））

目標には多様性がある
〔問題解決・改善、新た
な価値の創造etc.〕

目
標
目
標
目
標
目
標
のののの
設
定
設
定
設
定
設
定

テーマ
設定

テーマ
設定

問題
意識

問題
意識

目標設定を
企画提案におく

目標設定を
企画提案におく

企
画
企
画
企
画
企
画
のののの
目
的
目
的
目
的
目
的
のののの
特
定
特
定
特
定
特
定

現象洗出しと整理

事業機会を見出す
顧客・提案先への価値の提案

（着眼・発想・創造）

①①①①調査調査調査調査（（（（ビジネスビジネスビジネスビジネス情報情報情報情報のののの探探探探しししし方方方方））））
④④④④
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー

ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー

ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー

ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー

⑥⑥⑥⑥
思
考
展
開
図

思
考
展
開
図

思
考
展
開
図

思
考
展
開
図
）

現象の根源・原因を階層的に手繰る

目的（構想）実現のための機能→機構の設計・創造（思考展開）

⑤⑤⑤⑤
イ
ッ
シ
ュ
ー
ツ
リ
ー

イ
ッ
シ
ュ
ー
ツ
リ
ー

イ
ッ
シ
ュ
ー
ツ
リ
ー

イ
ッ
シ
ュ
ー
ツ
リ
ー

原因分析・構造化（因果関係）

解決へ目標設定

争点を探す
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〔〔〔〔１１１１〕〕〕〕ビジネスビジネスビジネスビジネス情報情報情報情報のののの調査調査調査調査・・・・収集収集収集収集

1. テーマ

�� 音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業においてにおいてにおいてにおいて、、、、デジタルデジタルデジタルデジタル化化化化ととととネットワークネットワークネットワークネットワーク化等化等化等化等によってによってによってによって、、、、どのようなどのようなどのようなどのような事象事象事象事象（（（（変化変化変化変化ややややトトトト音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業においてにおいてにおいてにおいて、、、、デジタルデジタルデジタルデジタル化化化化ととととネットワークネットワークネットワークネットワーク化等化等化等化等によってによってによってによって、、、、どのようなどのようなどのようなどのような事象事象事象事象（（（（変化変化変化変化ややややトトトト
レンドレンドレンドレンド、、、、問題点等問題点等問題点等問題点等））））がががが発生発生発生発生しているかをしているかをしているかをしているかを情報収集情報収集情報収集情報収集するするするする。。。。レンドレンドレンドレンド、、、、問題点等問題点等問題点等問題点等））））がががが発生発生発生発生しているかをしているかをしているかをしているかを情報収集情報収集情報収集情報収集するするするする。。。。

�� 将来将来将来将来のののの音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業はどのようなはどのようなはどのようなはどのような方向方向方向方向にににに進進進進むのであろうかについてむのであろうかについてむのであろうかについてむのであろうかについて、、、、考察考察考察考察するためのするためのするためのするための素素素素将来将来将来将来のののの音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業はどのようなはどのようなはどのようなはどのような方向方向方向方向にににに進進進進むのであろうかについてむのであろうかについてむのであろうかについてむのであろうかについて、、、、考察考察考察考察するためのするためのするためのするための素素素素
材材材材をををを確認確認確認確認するするするする。。。。材材材材をををを確認確認確認確認するするするする。。。。

2. 事前購読

� 資料「ビジネス情報の探し方」を読了

3. 事前調査・情報収集

� 「調査レポート」フォーム（「様式１」）に記入し、全体の事象を総括しまとめる。

4. 調査項目

記事、データ、コメント・意見、解説、映像・動画などの幅広い情報

新聞・雑誌などマスメディア記事情報

統計・白書・専門書情報

業界年鑑・分野別年鑑類の情報

その他の情報源

どんな事象が発生しているか、何が読み取れるかについて文章で総括

身近の人に、ヒアリングして意見を聴取する

調査のまとめ（概要）

インターネット情報

媒体情報

取材
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〔〔〔〔２２２２〕〕〕〕 KJ法法法法のののの概要概要概要概要

①①①①カードカードカードカードづくりづくりづくりづくり
ブレーン･ストーミングを
しながら自身の知識や
経験などから、情報を
カードに書き込んでいく。

②②②②グルーピンググルーピンググルーピンググルーピング
カード1枚1枚に書かれ

た内容を丹念に理解しな
がら、似たカード同士を
グルーピングしていく。

③③③③分析分析分析分析、、、、カードカードカードカード配置配置配置配置、、、、
図解図解図解図解
グループ間の関係
（目的と手段、原因と
結果、階層関係等）を
分析し、図解していく。

④④④④文章化文章化文章化文章化
③の図解を元に文章化
し、発表する。

○○に関
係がある

△△に関
係がある

◆に関係
がある
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〔〔〔〔３３３３〕〕〕〕特性要因図特性要因図特性要因図特性要因図のののの作作作作りりりり方方方方

� ⑤記入漏れがないか、大骨→小骨の階層構造に問題がないかどうかチェッ
クする。

� ⑥影響の大きいものについて印をつける。

○○○○○○
○○○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

○○○○

⑥

特性（問題
点・目標）



平成平成平成平成21年年年年7月月月月11日日日日

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム学会学会学会学会 第第第第２２２２回回回回シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム
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文章化文章化文章化文章化

� 主張主張主張主張
� 音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業ののののデジタルデジタルデジタルデジタル化化化化によってによってによってによって、、、、□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□というというというという、、、、
問題点問題点問題点問題点（（（（新新新新たなたなたなたな成長可能性成長可能性成長可能性成長可能性））））がががが発生発生発生発生しているしているしているしている。。。。

� 考考考考えられるえられるえられるえられる主要主要主要主要なななな要因要因要因要因にはにはにはには、、、、以下以下以下以下のののの点点点点がががが指摘指摘指摘指摘できるできるできるできる。。。。
� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� このこのこのこの中中中中でででで、、、、
� もっとももっとももっとももっとも重要重要重要重要なななな要因要因要因要因（（（（またはまたはまたはまたは、、、、特徴的特徴的特徴的特徴的なななな要因要因要因要因））））としてとしてとしてとして特定特定特定特定できるできるできるできる点点点点はははは、、、、
□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□とととと考考考考えるえるえるえる。。。。

� そのそのそのその点点点点をををを中心中心中心中心にににに、、、、問題問題問題問題のののの解決解決解決解決（（（（更更更更なるなるなるなる成長成長成長成長とととと飛躍飛躍飛躍飛躍））））にににに向向向向けたけたけたけた
考察考察考察考察とととと企画提案企画提案企画提案企画提案をををを検討検討検討検討したいしたいしたいしたい。。。。
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〔〔〔〔４４４４〕〕〕〕ロジックロジックロジックロジック・・・・ツリーツリーツリーツリー

問題点

原因A

原因B

サブ原因１

サブ原因３

サブ原因２

根本的原因1

Why?

MECE

根本的原因2

根本的原因3

→解決すべ
き課題1

→解決すべき課題3

→解決すべ
き課題2

他他他他にににに漏漏漏漏れたれたれたれた
要因要因要因要因はははは無無無無いいいい
かかかか？？？？

原因Ａが生じた理
由は、更に何か？

注）ロジックツリーには「原因追求型」と「課題解決型」の二種類があります。

Copyright 2007-2009 by M Square, Inc. All rights reserved. 20

〔〔〔〔５５５５〕〕〕〕イッシューイッシューイッシューイッシュー・・・・ツリーツリーツリーツリー

� 「イッシュー・ツリー」のポイント
� イッシューからサブ・イッシュー、更に下階層のサブイッシューに展開する際、
「解決するためには？」と解決志向を心がける。（単に「関係がある」という結
びつけは誤り。）

� 更に、解決するための事実が明らかにしていくと、解決策としての実感がわく。

�� 未解決未解決未解決未解決のののの課題課題課題課題についてについてについてについて、、、、どのようなどのようなどのようなどのような論点論点論点論点（（（（未解決未解決未解決未解決のののの課題課題課題課題についてについてについてについて、、、、どのようなどのようなどのようなどのような論点論点論点論点（（（（IssueIssue））））があるかにがあるかにがあるかにがあるかに見通見通見通見通しをつけしをつけしをつけしをつけ、、、、））））があるかにがあるかにがあるかにがあるかに見通見通見通見通しをつけしをつけしをつけしをつけ、、、、
検討検討検討検討すべきすべきすべきすべき対象対象対象対象とととと道程道程道程道程のとりのとりのとりのとり方方方方、、、、答答答答えのえのえのえの導導導導きききき方方方方をををを求求求求めるためのめるためのめるためのめるための思考思考思考思考のののの運運運運検討検討検討検討すべきすべきすべきすべき対象対象対象対象とととと道程道程道程道程のとりのとりのとりのとり方方方方、、、、答答答答えのえのえのえの導導導導きききき方方方方をををを求求求求めるためのめるためのめるためのめるための思考思考思考思考のののの運運運運
びびびび方方方方（（（（ロジックロジックロジックロジックのののの動的動的動的動的なななな展開展開展開展開））））ののののツールツールツールツールびびびび方方方方（（（（ロジックロジックロジックロジックのののの動的動的動的動的なななな展開展開展開展開））））ののののツールツールツールツール

「歴史勉強会」の
受講生はどうすれ
ば増やせるか。

Sub issue:

Sub issue:

Issue

Sub issue: 事実

Sub Issueは何

個でもよい。

解決する
ためには

解決する
ためには
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新新新新たなたなたなたな目的目的目的目的・・・・目標目標目標目標のののの設定設定設定設定

問題解決問題解決問題解決問題解決のためののためののためののためのアイデアアイデアアイデアアイデアをををを着想着想着想着想
～～～～ 新新新新ビジネスビジネスビジネスビジネス構想構想構想構想へのへのへのへの着眼点着眼点着眼点着眼点 ～～～～

Part 2Part 2

“思考のプロセス設計”
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〔〔〔〔６６６６〕〕〕〕企画企画企画企画のののの目的目的目的目的のののの特定特定特定特定

�情報を“読み解く”

�現状分析（ビジネス情報の収集・整理→ＫＪ法）

�原因の構造的分析と課題の総合的な理解（特性要因
図→ ロジック・ツリー、およびイッシュー・ツリー）

� “新たな目的・目標”の設定

�困困困困ったったったった事象事象事象事象のののの解消解消解消解消

�新新新新たなたなたなたなニーズニーズニーズニーズへのへのへのへの回答回答回答回答

�全全全全くくくく発想発想発想発想をををを変変変変えたえたえたえた創造創造創造創造

�新商品・サービスの企画・提案

� 「新機能」「新機構」のデザインへ

■■■■企画提案企画提案企画提案企画提案のののの作作作作
りりりり方方方方
＆＆＆＆

■■■■思考展開図思考展開図思考展開図思考展開図にににに
よるよるよるよる 機能機能機能機能・・・・機機機機
構構構構ののののデザインデザインデザインデザイン

へへへへ

■■■■企画提案企画提案企画提案企画提案のののの作作作作
りりりり方方方方
＆＆＆＆

■■■■思考展開図思考展開図思考展開図思考展開図にににに
よるよるよるよる 機能機能機能機能・・・・機機機機
構構構構ののののデザインデザインデザインデザイン

へへへへ

飛躍飛躍飛躍飛躍
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〔〔〔〔７７７７〕〕〕〕思考展開図思考展開図思考展開図思考展開図のののの基本形基本形基本形基本形

要求機能 機能 機能要素
（課題要素）

機構要素
（解決策）

機構 全体構造
（全体計画）

具象具象具象具象or具体化領域具体化領域具体化領域具体化領域

形而下
抽象抽象抽象抽象or機能領域機能領域機能領域機能領域

形而上
この軸から離れるほど上位概念。
近づくほど下位の概念となる

必要性の認識
→「人」「社会」
「文化」

「人」「文化」「社会」について、意識して再度「要求機能」「に立ち返って
考え直すとより完成度の高い創造にすることができる。

必要性の認識
→「人」「社会」
「文化」



平成平成平成平成21年年年年7月月月月11日日日日

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム学会学会学会学会 第第第第２２２２回回回回シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム
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““““ビジネスプランビジネスプランビジネスプランビジネスプラン””””をををを策定策定策定策定するするするする

～～～～ 新規事業新規事業新規事業新規事業をををを目論目論目論目論むむむむ ～～～～

Part ３Part ３

“思考のプロセス設計”
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事業企画事業企画事業企画事業企画のののの着想着想着想着想→→→→創造的創造的創造的創造的デザインデザインデザインデザイン→→→→事業化企画提案事業化企画提案事業化企画提案事業化企画提案へへへへ

� どんな商品・サービスを構想し、どんなお客様をターゲットするかを、デザインする。

ビジネス・シーズ（ネタ）
を探そう！

Ｑ：音楽産業においてデ
ジタル化の進展によっ
て生まれた問題点の原
因の中から、その問題
を解決することで、改善
が図れるものに何があ

るか？

Ｑ：新たな商品やサービ
スを創り出すことで、利
用者の需要を喚起でき
る、または満足させもの
に何があるか？

■商品・サービスコンセ
プトの設計

■どんなプロダクト・サー
ビスを実現するか？の

目標設定

Q：商品・サービスの機
能・性能設計

Q：ターゲット顧客層は？

Q：価格レンジは？

Q：プロダクトミックス（コ
ンテンツ・楽しさの魅力
等）の設計は？

Q：使いやすさ等の利用
者をひきつけるSpecの
設計コンセプトは？

Q：販売：プロモーション
コンセプト（訴求点）は？

企
画
の
目
的
の
特
定

⑥
思
考
展
開
図

（
着
想
・
創
造
・
機
能
＆
機
構
設
計
）

⑦
事
業
企
画
提
案
づ
く
り

（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
＆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
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新新新新たなたなたなたなサービスサービスサービスサービス（（（（商品商品商品商品））））のののの構想構想構想構想

�考える手順（ヒント）

�私達は「誰か」？

�お客様は誰か？

�商品・サービスは何か？

�どのような利用（消費）シーンなのか？

�なぜ買ってくれるか（支持されるか）？

�仕入、従業員、デリバリー（配達・配信）、などの用意は？

�収益は十分に成り立つか？

企画企画企画企画・・・・提案提案提案提案

商品
サービス

企画チーム 顧客

・
・
・
・
・

何を革新（解決・解消）した
のか？）
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〔〔〔〔８８８８〕〕〕〕企画提案骨子企画提案骨子企画提案骨子企画提案骨子のののの作成作成作成作成

チーム名：
連絡係氏名：

� 提案の趣旨（ひとことで言うと？）

� 目次案 ※以下に記述

1. ○○○

2. ○○○

3. ○○○

4. ○○○

5. ○○○

提出期限：2008/ / 
記入年月日：2008/  /  

・
・
・
・
・

＊＊＊＊1)企画構想企画構想企画構想企画構想のののの狙狙狙狙いといといといと着想着想着想着想をををを総括総括総括総括しししし

てててて表現表現表現表現するするするする。＜。＜。＜。＜コンセプトコンセプトコンセプトコンセプトはははは何何何何かかかか？＞？＞？＞？＞

＊＊＊＊2)事業化事業化事業化事業化のののの構想構想構想構想のののの具体内容具体内容具体内容具体内容をををを根拠根拠根拠根拠

付付付付けつつけつつけつつけつつ説明説明説明説明するするするする。＜。＜。＜。＜５５５５ＷＷＷＷ１１１１Ｈ／Ｈ／Ｈ／Ｈ／説明説明説明説明

のののの観点観点観点観点・・・・要素要素要素要素はははは何何何何かかかか？＞？＞？＞？＞

＊＊＊＊3)最初最初最初最初にににに、、、、提案提案提案提案のののの骨格骨格骨格骨格（（（（構成構成構成構成））））をををを粗粗粗粗

くくくくデザインデザインデザインデザインするするするする（（（（目次目次目次目次のののの作成作成作成作成）。）。）。）。

肉付け作業は合宿にて行う。
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提案書提案書提案書提案書ののののストーリストーリストーリストーリ展開展開展開展開
チーム名：
連絡係氏名：

※各スライドにおけるメッセージと対応する材料の整理、一連の流れの確認を行う。
「評価ポイント」をクリアできているかどうかを、自己審査してみるとよい。

スライド1

スライド4

スライド2

スライド5

スライド3

スライド6

スライド7 スライド8 スライド9 ･･続く

提出期限：2008/ / 
記入年月日：2008/  /
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合宿合宿合宿合宿でのでのでのでの実施事項実施事項実施事項実施事項

� 事業化企画提案書の作成と発表

� （１）企画提案書、および

� （２）事業目論見書

� 事業計画骨子

� 事業の目的と商品・サービスの特長

� ターゲット顧客層、価格政策

� 商品・サービスの開発と経営資源の投資の考え方

� ビジネススキーム（開発・調達・生産・デリバリー・サービス）、

� 販売方法と販売形態、営業戦略

� 商品・サービスの製造体制

� 事業のための組織と人員体制

� その他特記事項（含む、リスクファクター）

� 投資計画

� 収入計画・利益計画

など
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プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション

Part ４Part ４

“思考のプロセス設計”
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「「「「音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業ののののデジタルデジタルデジタルデジタル化化化化にににに関関関関するするするする事業提案事業提案事業提案事業提案」」」」

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの評価評価評価評価ポイントポイントポイントポイント
� 各チームのプレゼンに対し、以下の項目をクリアしているかどうかを評
価し、フィードバックします。

提案書の内容 配点

□ 提案先に関する理解の深さ(提案先にとってのメリットを含む） 10

□ 数値の裏づけや根拠は明解か 10

□ 提案シナリオの論理的一貫性 10

□ 結論としての提案内容の具体性 10

□ 収益拡大、市場創出の可能性 10

プレゼンテーション

□ 基本マナー（立ち位置や基本姿勢、言葉遣い、pptの使い方） 10

□ インパクト（新規性・斬新さ）、アピール度の高さ、情熱 10

□ 一貫してスムーズな流れ 10

その他の加点

◇ (加点がある場合に、加点理由が明記されます。） 20

合計合計合計合計 100100100100
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企画企画企画企画・・・・提案提案提案提案＝＝＝＝説明説明説明説明（（（（文章化文章化文章化文章化））））のののの枠組枠組枠組枠組みみみみ

• 論理の三角形

• 全体の構成

• 結論（主張）

• 論拠（現状→原因→目標→解決策）

• 結論＝＞事業目論見書

・現状→原因→目標→
解決策の個々のパー
トについても、説明の
基本手法は論理の三
角形で成立つとき、流
れがスムーズに成り

ます。

� 個々のパートの構成
・結論
・事実とデータを具体的に引用して
・裏付けとなる考え方を提示
・再度結論付け

� 個々のパートの構成
・結論
・事実とデータを具体的に引用して
・裏付けとなる考え方を提示
・再度結論付け
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基礎基礎基礎基礎にににに
言語技術力言語技術力言語技術力言語技術力のののの訓練訓練訓練訓練

“思考のプロセス設計”
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論理的論理的論理的論理的コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションとはとはとはとは

①自分の考えをわかりやすく相手に伝えること

②考えを整理し、筋道を立てて伝えること

③相手の言葉の不足や矛盾を聞き分けること

④互いの疑問や問いに明確に答えること

⑤場や文化を共有しない相手とも相互理解できること

�国際社会に通用するコミュニケーション能力の養
成がビジネスでは不可欠

Copyright 2007-2009 by M Square, Inc. All rights reserved. 35

文章化文章化文章化文章化

� 主張主張主張主張
� 音楽産業音楽産業音楽産業音楽産業ののののデジタルデジタルデジタルデジタル化化化化によってによってによってによって、、、、□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□というというというという、、、、
問題点問題点問題点問題点（（（（新新新新たなたなたなたな成長可能性成長可能性成長可能性成長可能性））））がががが発生発生発生発生しているしているしているしている。。。。

� 考考考考えられるえられるえられるえられる主要主要主要主要なななな要因要因要因要因にはにはにはには、、、、以下以下以下以下のののの点点点点がががが指摘指摘指摘指摘できるできるできるできる。。。。
� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� □□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□

� このこのこのこの中中中中でででで、、、、
� もっとももっとももっとももっとも重要重要重要重要なななな要因要因要因要因（（（（またはまたはまたはまたは、、、、特徴的特徴的特徴的特徴的なななな要因要因要因要因））））としてとしてとしてとして特定特定特定特定できるできるできるできる点点点点はははは、、、、
□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□とととと考考考考えるえるえるえる。。。。

� そのそのそのその点点点点をををを中心中心中心中心にににに、、、、問題問題問題問題のののの解決解決解決解決（（（（更更更更なるなるなるなる成長成長成長成長とととと飛躍飛躍飛躍飛躍））））にににに向向向向けたけたけたけた
考察考察考察考察とととと企画提案企画提案企画提案企画提案をををを検討検討検討検討したいしたいしたいしたい。。。。
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論証論証論証論証ののののスキルスキルスキルスキル「「「「論理論理論理論理のののの三角形三角形三角形三角形」」」」

主張・意見

事実・データ
具体的引用

裏づけ

�論理の三角形を用いるメリット：
• 複雑な話をわかりやすく、説得力を持たせることができる。
• 論理的かどうかのチェックもしやすくなる。
• 構造化された文章は、受け手からみても、相手がどのような論点に基
づいてその結論を出したのかを容易に理解できる。
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「「「「問答問答問答問答ゲームゲームゲームゲーム」」」」

�質問：あなたはサッカーが好きですか？

�答え：

は、 が

、サッカーは

です。

は、 が です。（だから）

です。

2人ペアになって、問答ゲームを行う
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O＝Opinion

R=Reason

E＝Example

マクドナルドマクドナルドマクドナルドマクドナルド、、、、or、、、、ハンバーグハンバーグハンバーグハンバーグ

下のパン

上のパン

トマト

レタス

ミート

Introduction

第一の点は、

In conclusion

第二の点は、

第三の点は、

本
論
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ⅡⅡⅡⅡ．．．．デザイン・コンセプトと
アーキテクチャー

①プロジェクトベース
②方法知
③チームビルディング
④言語技術
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““““学習学習学習学習””””にににに関関関関するするするする重要論点重要論点重要論点重要論点（（（（考考考考ええええ方方方方ののののモデルモデルモデルモデル））））

①①①① 分分分分かちもたれたかちもたれたかちもたれたかちもたれた知能知能知能知能 *1 “Distributed Intelligence” by Salomon Gavriel編著 「分散認知」

� われわれの認知は、その状況の中にいる人や道具の間ないしはそれらとの
相互作用の中に分散している

� 従来の中央集権的な階層的-hierarchical-なシステムではなく分散協調型の
heterarchicalなシステムへの移行すべきである。

� どこがどこがどこがどこが中心中心中心中心になるかはになるかはになるかはになるかは、、、、そのそのそのその問題毎問題毎問題毎問題毎にににに決決決決まるまるまるまる。。。。
第4回情報システム学会・総会 佐伯胖先生（青山学院大学教授）ご講演より

②②②② 状況的学習状況的学習状況的学習状況的学習（（（（正統的周辺参加正統的周辺参加正統的周辺参加正統的周辺参加）））） *2 “Situated Learning - Legitimate peripheral participation” by Jean Lave and Etienne Wenger 

� ヒトは共同体の社会的・文化的な状況の文脈の中で考え学んでいる。
� 個人の「知識の貯め込み」というよりも、世の中のタメになることをやること、
しかも個人の営みではなく、「みんなでやること」の中から育つ。

③③③③ チームチームチームチームによるによるによるによるマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント*3“The Discipline of Teams” by Jon R. Katzenbach and Douglas K. Smith, Harvard Business Review

� 特定の目的を共有し役割と責任を個人が分担して取組むチームマネジメント

④④④④ 脳脳脳脳のののの認知科学認知科学認知科学認知科学 「「「「脳脳脳脳はははは出会出会出会出会いでいでいでいで育育育育つつつつ」」」」 *4小泉英明著

� 学習とは脳の神経回路が外部外部外部外部からのからのからのからの刺激刺激刺激刺激外部外部外部外部からのからのからのからの刺激刺激刺激刺激によって形成される活動

⑤⑤⑤⑤ 言語技術教育言語技術教育言語技術教育言語技術教育(Language Arts) *5コミュニケーション・スキル（言語技術）概論 ／三森ゆりかつくば言語技術教育研究所

� 国際標準としてのクリティカルリーディング
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プログラムプログラムプログラムプログラムののののデザインデザインデザインデザイン・・・・コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

� 機構設計機構設計機構設計機構設計

� 思考のプロセス設計（形相因）：方法知

� 教材（質料因）

・論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力ととととコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力
強化強化強化強化：：：：基礎手法“思考の再構築”訓練

（問答ゲーム、演繹・帰納法等）

言語技術力言語技術力言語技術力言語技術力
（（（（論理思考論理思考論理思考論理思考
力力力力））））

・メンバーが対話と議論を通して課題
解決をリードし協力し合う“状況化され
た学習”の環境を設定

チームビルチームビルチームビルチームビル
ディングディングディングディング

・どの仕事にも共通普遍の基礎である
問題感知と問題解決、そして企画提
案に必須の「基本スキル」の道具立て
とノウハウを習得する状況として学習
環境を提供

“方法知方法知方法知方法知”

基本手法基本手法基本手法基本手法

・時代の潮流変化の題材から設定プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

第４は、良い意味での対抗
心・相互の再帰的学習効果
を引き起こすこと【競争心】

第３は、人々の輪の中に自
分が生かされ人を生かせる
同胞感をもてること【喜び】

第２は、内容に取り組めるだ
けの力量（“方法知”）を持ち

取り組めること【勇気】

第１は、何であれ意識がダ
イナミズムに触れて実感で
きること【動機】

� 機能設計機能設計機能設計機能設計

� 人がアクティブに対象に
対して興味を持って取
組むための基本要素は
何か？

①①①①
②②②②

③③③③

④④④④
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②②②②メソドロジーメソドロジーメソドロジーメソドロジー（（（（方法知方法知方法知方法知））））のののの階層階層階層階層

（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）言語技術力言語技術力言語技術力言語技術力（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）言語技術力言語技術力言語技術力言語技術力
・問答ゲーム

・パラグラフライティング

（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）論理的論理的論理的論理的なななな思考力思考力思考力思考力
～～～～ 論理展開論理展開論理展開論理展開のののの基礎基礎基礎基礎 ～～～～

（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）（Ｂ）論理的論理的論理的論理的なななな思考力思考力思考力思考力
～～～～ 論理展開論理展開論理展開論理展開のののの基礎基礎基礎基礎 ～～～～

・演繹法、・帰納法
・議論のアウトライン（Toulmin model）

（Ｄ）個別専門分野の知識と方法の体系
（生産管理・マーケティング、etc.）

（Ｄ）個別専門分野の知識と方法の体系
（生産管理・マーケティング、etc.）

〔例〕・マーケティング、・ファイナンス、
・人事組織論、・企業戦略論、etc.

（Ｅ）事実・事象・現象（Ｅ）事実・事象・現象
日々の様々な出来事として

発生してくる情報

（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）情報分析情報分析情報分析情報分析とととと問題分析問題分析問題分析問題分析・・・・解決手法群解決手法群解決手法群解決手法群
～～～～ 思考思考思考思考ののののプロセスプロセスプロセスプロセス設計技術設計技術設計技術設計技術 ～～～～

（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）（Ｃ）情報分析情報分析情報分析情報分析とととと問題分析問題分析問題分析問題分析・・・・解決手法群解決手法群解決手法群解決手法群
～～～～ 思考思考思考思考ののののプロセスプロセスプロセスプロセス設計技術設計技術設計技術設計技術 ～～～～

・ビジネス情報の探し方、・ＫＪ法
・特性要因図、・ロジック・ツリー、
イッシュー・ツリー、・思考展開図
・企画・提案骨子（ストーリ展開）
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メソドロジーメソドロジーメソドロジーメソドロジー共通化共通化共通化共通化のののの効力効力効力効力

� 人によって持っている情報、経験、意見や主張は異なるので、
持ち寄ったものを同じ土壌で議論するためのフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク（（（（道道道道フレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク（（（（道道道道
具立具立具立具立てててて））））具立具立具立具立てててて））））がががが必要必要必要必要がががが必要必要必要必要である。
� 共通のフレームワークがないと、合理的に議論ができない。

� ｢｢｢｢課題課題課題課題」」」」のののの明確明確明確明確なななな定義定義定義定義がなされないままとなってしまうがなされないままとなってしまうがなされないままとなってしまうがなされないままとなってしまう。。。。

� 議論議論議論議論のののの的的的的がががが合合合合わないわないわないわない。。。。

� 重要重要重要重要でないでないでないでない課題課題課題課題にににに時間時間時間時間をををを使使使使ってしまうってしまうってしまうってしまう。。。。

� 全員全員全員全員でででで共有共有共有共有しそのしそのしそのしその上上上上でででで、、、、考察考察考察考察・・・・表記表記表記表記しししし、、、、議論議論議論議論しししし合合合合いいいい、、、、問題解決問題解決問題解決問題解決のののの
ためのためのためのための情報行動情報行動情報行動情報行動へへへへアクセスアクセスアクセスアクセスするするするするための思考のフレームワーク
（access framework*)として、知識、問題解決方略、探求・正当

化・説明のためのアプローチ手法を支える「道具立て（ツール）」
を用いる。

*現代基礎心理学選書⑨「分散認知」ガブリエル・ソロモン編・松田文子監訳／協同出版、および
Perkins & Simmons, 1988; Perkins et al,, in press
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④④④④言語技術力言語技術力言語技術力言語技術力のののの育成育成育成育成

�� 言語技術力言語技術力言語技術力言語技術力とはとはとはとは、、、、言葉言葉言葉言葉のののの使使使使いいいい方方方方、、、、運用運用運用運用のためののためののためののためのスキルスキルスキルスキル（（（（技能技能技能技能））））言語技術力言語技術力言語技術力言語技術力とはとはとはとは、、、、言葉言葉言葉言葉のののの使使使使いいいい方方方方、、、、運用運用運用運用のためののためののためののためのスキルスキルスキルスキル（（（（技能技能技能技能））））であるであるであるである。。。。であるであるであるである。。。。

�� 「「「「ものごとものごとものごとものごと」」」」「「「「ものごとものごとものごとものごと」」」」をををををををを「「「「描写描写描写描写」」」」したりしたりしたりしたり「「「「説明説明説明説明」」」」したりするしたりするしたりするしたりする場合場合場合場合にににに「「「「分分分分かりかりかりかり易易易易くくくく」」」」伝達伝達伝達伝達しししし合合合合うことうことうことうこと「「「「描写描写描写描写」」」」したりしたりしたりしたり「「「「説明説明説明説明」」」」したりするしたりするしたりするしたりする場合場合場合場合にににに「「「「分分分分かりかりかりかり易易易易くくくく」」」」伝達伝達伝達伝達しししし合合合合うことうことうことうこと

�� 様様様様々々々々なななな問題点問題点問題点問題点についてについてについてについて「「「「議論議論議論議論」」」」しししし「「「「対話対話対話対話」」」」するするするする場合場合場合場合にににに、、、、論点論点論点論点をををを明確化明確化明確化明確化しししし、、、、相互相互相互相互のののの理理理理様様様様々々々々なななな問題点問題点問題点問題点についてについてについてについて「「「「議論議論議論議論」」」」しししし「「「「対話対話対話対話」」」」するするするする場合場合場合場合にににに、、、、論点論点論点論点をををを明確化明確化明確化明確化しししし、、、、相互相互相互相互のののの理理理理

解内容解内容解内容解内容をををを高高高高めめめめ建設的建設的建設的建設的なななな解決策解決策解決策解決策をををを見出見出見出見出すことすことすことすこと解内容解内容解内容解内容をををを高高高高めめめめ建設的建設的建設的建設的なななな解決策解決策解決策解決策をををを見出見出見出見出すことすことすことすこと

� 重要なことは、この言語技術力は、いつ訓練を始めてもかならず能力向上の

効果が必ず現れるものであることです。

・種々のビジネスゲームを活用

・ファシリテーション

リーダーシップ・

トレーニング

・テーマ設定による作画とその“他己紹介”

～例：「自分の音楽の楽しみ方」） など

コミュニケーション・

トレーニング

・演繹法、帰納法、（両者の関係）

・ツールミンの議論のモデル

・「問答ゲーム」（思考の再構築訓練）

・パラグラフライティング

論理的思考力

（思考の再構築訓練）
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実際効果実際効果実際効果実際効果 ＝＞＝＞＝＞＝＞ 意思決定意思決定意思決定意思決定（＝（＝（＝（＝取捨選択取捨選択取捨選択取捨選択））））

� 「何を問題として捉えるか」「何を解決策とするか」の
2つの意思決定が必要。

構想/調査 情報収集・構
造分析

アイデア立案 具体化

現状分析 問題の分析 解決策の分析 実現を想定した
分析

現状の課題
選択した
問題

定義した
問題

選択した
解決策

解決策の
実現

優先順位設定
問題特定の
意思決定

解決策の
意思決定

計画

発散思考発散思考発散思考発散思考

収束思考収束思考収束思考収束思考

問題解決を図る際の役割

リーダー 問題感知 立案者 コーディネーター

Kolb問題解決問題解決問題解決問題解決モデルモデルモデルモデル参照参照参照参照・・・・一部追記一部追記一部追記一部追記

飛躍飛躍飛躍飛躍とととと
選択選択選択選択・・・・特定特定特定特定
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（（（（１１１１））））成長成長成長成長のののの目標目標目標目標とととと評価尺度評価尺度評価尺度評価尺度
（（（（フィードバックレポートフィードバックレポートフィードバックレポートフィードバックレポートのののの内容内容内容内容））））

� 「内省アンケート」＋「相互評価」方式を利用した、本人自覚の

形成と評価（自己・他己）

� 評価の中核要素
� 中核となるリーダーシップは”Emergent Leadership”

�� ６６６６つのつのつのつの評価要素評価要素評価要素評価要素をををを尺度尺度尺度尺度とするとするとするとする。。。。６６６６つのつのつのつの評価要素評価要素評価要素評価要素をををを尺度尺度尺度尺度とするとするとするとする。。。。

� メンバー観察によるポジション測定

� 受講者（本人）向け

� 個人評価

� 参加者自身による「振り返り」のアンケートへの記入

� 要素別比較（自己評価 vs. メンバー観察比較）

� 個別フィードバック

� レポート内容と、講師よりの個別コメント

� 講師よりキャリア開発上のアドバイス

� 人事部/人材育成部署向け

� 総合評価

� 受講者、「要素別ランキング」および傾向

� 講師より観察コメント

成果成果成果成果へのへのへのへの貢献貢献貢献貢献

計画→調査→問題分析
→企画提案立案の各プ
ロセス、および全体への
貢献

チームチームチームチームのののの統括統括統括統括

自分の意見を率直に述
べながら、他のメンバー
の意見も積極的に取り
入れながらまとめたか

メンバーメンバーメンバーメンバーへのへのへのへの配慮配慮配慮配慮

自分の役割を越えて、メ
ンバーを助け導いたか

情熱情熱情熱情熱

メンバーのやる気を起
し、情熱をもってとりくん
だか

創造企画創造企画創造企画創造企画
既に話し合ったことや決
めたことにとらわれず、
新しい視点からのアイデ
アを発したか

情報活用情報活用情報活用情報活用
情報を活用しつつ、外部
（企業や組織等）との接
点を積極的に持つ等、プ
ロジェクトに活かしたか

要要要要
素素素素
3333

要要要要
素素素素
4444

要要要要
素素素素
5555

要要要要
素素素素
6666

要要要要
素素素素
1111

要要要要
素素素素
2222
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アセスメントアセスメントアセスメントアセスメントのののの概要概要概要概要

� 自己評価による成長の確認
� （１)日別の変化により成長の測定

� （２）複数のプロジェクトを経験する
ことによる成長の測定

� メンバー観察評価

� 他メンバー評価の平均と自己の
見方を比較

� 客観化による気づき

■「振り返り」

１．チーム活動の成果の振り返り

－ ○：よくできた、△：普通、×：できなかった

－ 回答の理由／困難の把握

－ あなたのとった行動

２．自分の振り返り

－ ６つの要素

－ ○：よくできた、△：普通、×：できなかった

0

2

4

6
要素1【成果への貢献】

要素2【チームの統括】

要素3【メンバーへの配慮】

要素4【情熱】

要素5【創造企画】

要素6【情報活用】

自己評価

メンバー評価（平均）

自分では気づかなかったが、
メンバーが高く評価してくれ
た能力への気づき！

１
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他者評価平均〔Ａ班〕

0
1
2
3
4
5

要素1
【成果への貢献】

要素2
【チームの統括】

要素3
【メンバーへの配慮】

要素4
【情熱】

要素5
【創造企画】

要素6
【情報活用】

XXX1 YYY1

ZZZ1 AAA1

BBB1

参加者全員参加者全員参加者全員参加者全員のののの他者評価分析他者評価分析他者評価分析他者評価分析
２

リーダーリーダーリーダーリーダー分析分析分析分析

0.00
1.00
2.00
3.00
4.00
5.00

要素1

【成果への貢献】

要素2

【チームの統括】

要素3

【メンバーへの配慮】

要素4

【情熱】

要素5

【創造企画】

要素6

【情報活用】

リーダー

サブリーダー

３

Copyright 2007-2009 by M Square, Inc. All rights reserved. 49

（（（（２２２２））））受講後受講後受講後受講後のののの自己評価自己評価自己評価自己評価アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果
（（（（動機動機動機動機とのとのとのとの対応関係対応関係対応関係対応関係））））

� 受講動機と事後アンケート（「目的の達成についての自己評価）の回答
内容 ※部分的引用

<受講動機>

�実務を通して得たスキルを
棚卸しする機会としたい。

�将来的に経営企画部門に進
みたい。 �将来のキャリアパスのきっかけとなった。

キャリア開発上の
気づき

�問題感知力とその整理手法を再整理できた。
アイデアをひねり出す上でのブレーンストー
ミングの重要性も認識できた。

問題感知力向上

<自己評価の回答内容>

�問題問題問題問題をををを分析定義分析定義分析定義分析定義しししし企画企画企画企画におとしこむにおとしこむにおとしこむにおとしこむプロセプロセプロセプロセ
ススススをををを体験体験体験体験できたできたできたできた事事事事ははははプラスプラスプラスプラスになるになるになるになる。。。。

�論理思考論理思考論理思考論理思考にににに興味興味興味興味がありがありがありがあり、、、、実実実実
務務務務ででででロジックツリーロジックツリーロジックツリーロジックツリーなどをなどをなどをなどを
使使使使ってってってって企画提案企画提案企画提案企画提案をををを行行行行えるようえるようえるようえるよう
になりたいになりたいになりたいになりたい。。。。

�企画提案企画提案企画提案企画提案をするをするをするをする上上上上でのでのでのでの問題定義問題定義問題定義問題定義、、、、分析分析分析分析、、、、整整整整
理理理理のののの仕方仕方仕方仕方をををを実例実例実例実例をををを通通通通してしてしてして体験体験体験体験できたできたできたできた。。。。

�企画力企画力企画力企画力をををを身身身身につけたいにつけたいにつけたいにつけたい。。。。問問問問
題発見題発見題発見題発見のののの方法方法方法方法、、、、分析分析分析分析するするするする手手手手
法法法法をををを習得習得習得習得。。。。提案提案提案提案のののの方法論方法論方法論方法論をををを
学学学学ぶぶぶぶ。。。。

問題解決
プロセス経験

�プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトでででで根本原因根本原因根本原因根本原因までまでまでまで
たどりたどりたどりたどり着着着着くことができないくことができないくことができないくことができない
ケースケースケースケースなどになどになどになどに、、、、問題分析問題分析問題分析問題分析がでがでがでがで
きるようにきるようにきるようにきるように。。。。

�問題解決問題解決問題解決問題解決→→→→提案提案提案提案までのまでのまでのまでの流流流流れでれでれでれで取取取取りりりり組組組組めためためためた事事事事
はははは良良良良いいいい経験経験経験経験をしたとをしたとをしたとをしたと考考考考えているえているえているえている
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どのような要素に難易度の高さを感じ取ったか？

事例：同一テーマで40名が取組んだケース（終了後の「振り返りシート」）

� Q：活動の中で、一番の困難であったと考える出来事を挙げてください。

� 下記のヒストグラムは困難度の要因間の分布を示す。

＝＞示唆に富む。
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困難度困難度困難度困難度のののの自覚内容自覚内容自覚内容自覚内容

「思考のプロセス」において下記の点が、困難度の高い点（＝壁となりチームに立ちは
だかる要因）として認識されているようである。

1. 多多多多くのくのくのくの情報情報情報情報のののの収集収集収集収集・・・・整理整理整理整理からからからから、、、、構造化構造化構造化構造化してしてしてして把握把握把握把握するするするする困難困難困難困難
� 問題状況の全体像を掴む困難
� 全体を構成する複合要因が実は相互に影響し合い「循環」を成すので、「どこで断ち切る
か」で悩む。

2. 参加参加参加参加メンバーメンバーメンバーメンバー相互間相互間相互間相互間でででで意見意見意見意見をををを集約集約集約集約してしてしてして纏纏纏纏めることのめることのめることのめることの困難困難困難困難
� スムーズな展開を進める上で、参加者がチームとして、どのようにこれらの点を克服す
るかが鍵となる。

3. 新新新新たなたなたなたな目標目標目標目標をををを解決解決解決解決策策策策としてとしてとしてとして、、、、1つをつをつをつを選択選択選択選択しししし絞絞絞絞りこむりこむりこむりこむ意思決定意思決定意思決定意思決定するするするする困難困難困難困難
� 「どの点を最も重要な要因と考えるか、選択するか？」の意思決定
� 「何を解決策に選択するか？」の意思決定

4. 新新新新たなたなたなたなアイデアアイデアアイデアアイデアをををを創出創出創出創出するするするする企画力企画力企画力企画力
� 新サービスの考案には発想の飛躍（着想）が必要とされる。
� 白紙からものごとを構想して創造することにも訓練が必要となる。

なおなおなおなお、、、、文章化文章化文章化文章化によってによってによってによって事象事象事象事象をををを総括的総括的総括的総括的にににに説明説明説明説明（（（（論理論理論理論理のののの三角形三角形三角形三角形））））しししし主張主張主張主張するするするする困難困難困難困難もあるともあるともあるともあると考考考考
えられるえられるえられるえられる。。。。
� 複合要因の織り成す現象の連鎖を「特定の一箇所」から切断して説明する必要と要領
� 分かり易い説明文には「型」がある（言語技術力）が、訓練しないとなかなか難しい。
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職場職場職場職場職場職場職場職場 => => 状況状況状況状況にににに埋埋埋埋めめめめ込込込込まれたまれたまれたまれた学習学習学習学習状況状況状況状況にににに埋埋埋埋めめめめ込込込込まれたまれたまれたまれた学習学習学習学習＊＊＊＊＊＊＊＊

� ヒトは共同体の社会的・文化的な状況の文脈の中で考え学んでいる。

� 個人の「知識の貯め込み」というよりも、世の中のタメになることをやること、
しかも個人の営みではなく、「みんなでやること」の中から育つ。

� 社会的実践の“状況”に直結する学習を求めている。

「「「「「「「「状況的学習状況的学習状況的学習状況的学習」（」（」（」（正統的周辺参加正統的周辺参加正統的周辺参加正統的周辺参加）＊）＊）＊）＊」（」（」（」（正統的周辺参加正統的周辺参加正統的周辺参加正統的周辺参加）＊）＊）＊）＊

１１１１．．．．学習学習学習学習とととと教育教育教育教育とはとはとはとは独立独立独立独立のののの営営営営みみみみ

２２２２．．．．学習学習学習学習はははは社会的実践社会的実践社会的実践社会的実践のののの一部一部一部一部

３３３３．．．．学習学習学習学習はははは「「「「共同参加共同参加共同参加共同参加」」」」

４４４４．．．．学習学習学習学習ははははアイデンティティアイデンティティアイデンティティアイデンティティのののの形成過程形成過程形成過程形成過程

５５５５．．．．学習学習学習学習はははは共同体共同体共同体共同体のののの再生産再生産再生産再生産・・・・変容変容変容変容・・・・変化変化変化変化ののののサイクルサイクルサイクルサイクルのののの中中中中にあるにあるにあるにある

６６６６．．．．学習学習学習学習ををををコントロールコントロールコントロールコントロールするのはするのはするのはするのは実践実践実践実践へのへのへのへのアクセスアクセスアクセスアクセス

＊ジーン・レイブ＆エティエンヌ・ウェンガー、佐伯胖 青山学院大学教授

新米

同僚

親方
先輩

(古参者）

道具道具

ノウハウ
（手立て）

ノウハウ
（手立て）

（徒弟制）

実践実践実践実践のののの本場本場本場本場実践実践実践実践のののの本場本場本場本場

文化文化文化文化文化文化文化文化
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ⅢⅢⅢⅢ．．．．Ｗｈｙ？
時代認識と自己認識
～ 課題の本質は何か？ ～

日本人の現状はどうか？
～ どうしたらよいのか？根本対策は何か？ ～
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情報情報情報情報システムシステムシステムシステム学会学会学会学会 第第第第２２２２回回回回シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム
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１１１１．．．．日本日本日本日本がががが直面直面直面直面するするするする根本変化根本変化根本変化根本変化

～～～～ 今今今今、、、、何何何何がががが起起起起きているのかきているのかきているのかきているのか？？？？ ～～～～

実感実感実感実感をもってをもってをもってをもって確確確確かめたいかめたいかめたいかめたい！！！！
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世界経済世界経済世界経済世界経済とととと日本日本日本日本をををを動動動動かすかすかすかす基本要因基本要因基本要因基本要因のののの変化変化変化変化

� 現状維持は、日本社会の地盤沈下に直結

国内市場縮小国内市場縮小

グローバル化
世界市場一体化

グローバル化
世界市場一体化

日本は人口減少
少子・高齢化

日本は人口減少
少子・高齢化

国内国内国内国内のののの基本要件基本要件基本要件基本要件国内国内国内国内のののの基本要件基本要件基本要件基本要件
（（（（ファンダメンタルズファンダメンタルズファンダメンタルズファンダメンタルズ））））（（（（ファンダメンタルズファンダメンタルズファンダメンタルズファンダメンタルズ））））

外的外的外的外的なななな要因要因要因要因外的外的外的外的なななな要因要因要因要因
（（（（外部経済環境外部経済環境外部経済環境外部経済環境））））（（（（外部経済環境外部経済環境外部経済環境外部経済環境））））

新興市場BRICｓ台頭

世界経済の多極化

新興市場BRICｓ台頭

世界経済の多極化

ネット（情報）社会
フラット化社会

ネット（情報）社会
フラット化社会

海外の成長市場
の取り込み

海外の成長市場
の取り込み

海外進出海外進出

人材開国
（海外から流入）

人材開国
（海外から流入）

日本市場の開放
（外国人株主・M＆A）

日本市場の開放
（外国人株主・M＆A）

（資本の自由化）

ビ
ジ
ネ
ス
ル
ー
ル
の
変
容

新たな内需創出新たな内需創出

世界世界世界世界はははは変変変変世界世界世界世界はははは変変変変
貌貌貌貌していしていしていしてい貌貌貌貌していしていしていしてい

るるるる！！！！るるるる！！！！

21世紀世紀世紀世紀のののの課題課題課題課題2121世紀世紀世紀世紀のののの課題課題課題課題世紀世紀世紀世紀のののの課題課題課題課題
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就労就労就労就労・・・・社会構造社会構造社会構造社会構造のののの多様化多様化多様化多様化とととと変質変質変質変質

� 雇用契約の多様化

� 非正規雇用

� 転職文化の普及

� ジェンダーの多様化

� 女性の活躍機会

� 男性の子育て参加

� 仕事と私生活のバランス

� ワークライフバランス

� 転勤ナシの正規社員制度への移行

� 人種・民族の多様化

� 外国人の国内就労者の増加

� 海外勤務者の増加

� 株主資本の多様化

� 外国資本

� Ｍ＆Ａによる企業文化の多様化

働働働働きききき手手手手

会社への期待
（信頼）の変容

仕事への意識・
値観の変容

働働働働きききき手手手手働働働働きききき手手手手

会社への期待
（信頼）の変容

仕事への意識・
値観の変容働働働働

きききき
方方方方
のののの
変
容
変
容
変
容
変
容

企業企業企業企業

制度・ﾙｰﾙ
の見直し

人材育成のあり方
の見直し

企業企業企業企業企業企業企業企業

制度・ﾙｰﾙ
の見直し

人材育成のあり方
の見直し

３３３３～～～～４４４４人人人人にににに１１１１人人人人？？？？３３３３～～～～４４４４人人人人にににに１１１１人人人人？？？？
＋＋＋＋＋＋＋＋

““““約約約約““““約約約約240240万人万人万人万人ののののニートニートニートニートやややや万人万人万人万人ののののニートニートニートニートやややや
フリーターフリーターフリーターフリーター““““（（（（フリーターフリーターフリーターフリーター““““（（（（**１１１１））））１１１１））））

*１ 平成19年度労働経済白書
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フラットフラットフラットフラット社会社会社会社会へへへへ

� フラット化の時代

垂直思考の社会 → 水平思考水平思考水平思考水平思考水平思考水平思考水平思考水平思考の社会へ

� 世代世代世代世代（（（（年齢年齢年齢年齢））））

� Web & Mobileがプラットフォーム

→ 若い人々が中心のビジネスモデル創造で発展

� 人種人種人種人種・・・・民族民族民族民族

� 市場・サプライチェーン・資本の世界分業・一体化、人材開国

→ 異なる民族・文化的背景の人々との生活レベルでの交わり

� ジェンダージェンダージェンダージェンダー

� 女性雇用参加増・ワークライフバランス

→ ジェンダーフリーな発想での社会的行動原理

� 新新新新たなたなたなたな課題課題課題課題はははは、、、、専門専門専門専門をををを超超超超えたえたえたえた学際的思考学際的思考学際的思考学際的思考をををを必要必要必要必要とするとするとするとする

� 地球温暖化対策は経済・社会システムの変更を要請

→ 様々の専門力を統合していくコンセプチュアルスキルを要請
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２２２２．．．．考考考考えるえるえるえる力力力力のののの““““劣化劣化劣化劣化””””のののの兆候兆候兆候兆候
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１５１５１５１５歳歳歳歳のののの学力学力学力学力レベルレベルレベルレベルはははは？？？？ 下降途上下降途上下降途上下降途上！！！！

エストニアイギリススイスアイスランドベルギー日本日本日本日本リヒテンシュタ
イン

ＵＳＡフランス14

デンマークチェコ日本日本日本日本デンマークスウェーデンマカオスウェーデンハンガリーＵＳＡ15

リヒテン
シュタイン

オランダポーランドマカオチェコオランダベルギーアイルランドスウェーデン９

日本日本日本日本リヒテン
シュタイン

スウェーデンスイスニュージーランド香港フランススウェーデンオーストリア10

ニュージー
ランド

韓国オランダオーストラリアカナダベルギーオーストリアチェコベルギー11

ベルギースロベニアベルギーニュージーランドスイスノルウェーデンマークフランスアイスランド12

オーストラ
リア

ドイツエストニアチェコフランススイスアイスランドノルウェーノルウェー13

マカオ

カナダ

スイス

オランダ

韓国

香港

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド

台湾

数学

オーストラ
リア

ニュージー
ランド

日本日本日本日本

エストニア

台湾

カナダ

香港

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド

科学

ベルギー

カナダ

日本日本日本日本

リヒテンシュタ
イン

オランダ

韓国

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド

香港

数学

オランダ

マカオ

オーストラリア

リヒテンシュタ
イン

韓国

香港

日本日本日本日本

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド

科学

イギリス

スイス

カナダ

オーストラリア

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド

ニュージーランド

韓国

日本日本日本日本

数学

オーストリア

オーストラリア

ニュージーランド

カナダ

イギリス

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド

日本日本日本日本

韓国

科学

アイルランドニュージーランド韓国６

オーストラリ
ア

アイルランドイギリス７

リヒテンシュ
タイン

スウェーデン日本日本日本日本８

香港カナダニュージーランド３

カナダオーストラリアオーストラリア４

ニュージーラン
ド

リヒテンシュタイ
ン

アイルランド５

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランド韓国カナダ２

韓国フィンランドフィンランドフィンランドフィンランドフィンランドフィンランドフィンランドフィンランド１

読解力読解力読解力

２００６年２００３年２０００年順
位
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OECD-PISAのののの目指目指目指目指すものすものすものすもの

�� 日本の日本の1515歳は、「自由記述問題」が解けない！歳は、「自由記述問題」が解けない！

� 実生活の様々な場面で直面する課題が題材

� 思考プロセスを評価

� 情報の取り出し→考察・評価

� 解釈→自分の意見

� 多面的＝批判的考察 批判≠非難

� 異なる意見の長所と短所とを指摘して、自分の意見を相手
に説明できる論理的な力を求める。

� 知識の詰め込みではなく、“考える力”が試される。

““““情報情報情報情報をををを読読読読みみみみ解解解解くくくく力力力力””””をををを問問問問うううう問題問題問題問題！！！！

““““論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力”“”“”“”“コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション””””にににに関関関関するするするする
現在現在現在現在ののののレベルレベルレベルレベルのののの状況状況状況状況をををを客観的客観的客観的客観的にににに示示示示すすすす。。。。
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日本人日本人日本人日本人のののの““““劣化劣化劣化劣化””””のののの進行進行進行進行

� 活字の力 （斎藤孝氏、シンポジウムにて）

�� 大学生大学生大学生大学生のののの読書量読書量読書量読書量のののの著著著著しいしいしいしい低下低下低下低下大学生大学生大学生大学生のののの読書量読書量読書量読書量のののの著著著著しいしいしいしい低下低下低下低下

� 知的好奇心・向学心の劣化？

� 考える力の劣化？

� ← 思考力／話す力 ＝ 言葉・活字の脳内映像力が基礎

�� 考考考考えるえるえるえる力力力力のののの劣化劣化劣化劣化考考考考えるえるえるえる力力力力のののの劣化劣化劣化劣化、退廃する知性 （「なぜ日本人は劣化し

たか」香山リカ/講談社現代新書、頁142）

� 日本語力

� 考える力も他者の心を想像する力

� モラル

� コンテンツ

� 体力も辛抱強さ

� 社会の寛容

大学
生

大学
生

大学
生

大学
生

大学
生

大学
生

大学
生

大学
生

社会
人

社会
人

社会
人

社会
人

社会
人

社会
人

社会
人

社会
人
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３３３３．．．．企業人企業人企業人企業人はどうかはどうかはどうかはどうか？？？？

・・・・グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化とととと情報化情報化情報化情報化がががが同時進行同時進行同時進行同時進行するするするする

→→→→異異異異なるなるなるなる民族民族民族民族・・・・文化的背景文化的背景文化的背景文化的背景

→→→→経済的利害経済的利害経済的利害経済的利害のののの衝突衝突衝突衝突

→→→→社会的意見社会的意見社会的意見社会的意見のののの相違相違相違相違

・・・・相手相手相手相手をををを理解理解理解理解しししし意見意見意見意見をををを分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく説明説明説明説明するするするする力力力力

・・・・共通共通共通共通のののの目標目標目標目標とととと解決解決解決解決へのへのへのへの合意形成合意形成合意形成合意形成のののの必要必要必要必要
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「「「「産業界産業界産業界産業界がががが大学大学大学大学にににに期待期待期待期待するするするする教育内容教育内容教育内容教育内容」」」」とととと
「「「「大学大学大学大学がががが重視重視重視重視しているしているしているしている教育内容教育内容教育内容教育内容」」」」のののの乖離乖離乖離乖離IPA調査調査調査調査
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証言証言証言証言１１１１_ 「フィンランド・メソッド入門」 北川達夫

�� 英語英語英語英語のののの能力以前能力以前能力以前能力以前にににに、、、、根本的根本的根本的根本的なななな能力能力能力能力がががが欠欠欠欠けているけているけているけている。。。。英語英語英語英語のののの能力以前能力以前能力以前能力以前にににに、、、、根本的根本的根本的根本的なななな能力能力能力能力がががが欠欠欠欠けているけているけているけている。。。。

� それは、相手相手相手相手がどこのだれであろうとがどこのだれであろうとがどこのだれであろうとがどこのだれであろうと、、、、自分自分自分自分のののの言言言言いたいことをいたいことをいたいことをいたいことを相手相手相手相手がどこのだれであろうとがどこのだれであろうとがどこのだれであろうとがどこのだれであろうと、、、、自分自分自分自分のののの言言言言いたいことをいたいことをいたいことをいたいことを

理解理解理解理解させるさせるさせるさせる能力能力能力能力、、、、そしてそしてそしてそして、、、、相手相手相手相手がががが言言言言うことをうことをうことをうことを理解理解理解理解するするするする能力能力能力能力ですですですです。。。。理解理解理解理解させるさせるさせるさせる能力能力能力能力、、、、そしてそしてそしてそして、、、、相手相手相手相手がががが言言言言うことをうことをうことをうことを理解理解理解理解するするするする能力能力能力能力ですですですです。。。。

いわばいわばいわばいわば「「「「グローバルグローバルグローバルグローバル・・・・コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力」」」」とととと言言言言ったところでしょったところでしょったところでしょったところでしょいわばいわばいわばいわば「「「「グローバルグローバルグローバルグローバル・・・・コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力」」」」とととと言言言言ったところでしょったところでしょったところでしょったところでしょ

うかうかうかうか。。。。うかうかうかうか。。。。

�� そのそのそのその能力能力能力能力がががが欠欠欠欠けているかぎりけているかぎりけているかぎりけているかぎり、、、、どんなにどんなにどんなにどんなに英語英語英語英語がががが上手上手上手上手でもでもでもでも国際国際国際国際そのそのそのその能力能力能力能力がががが欠欠欠欠けているかぎりけているかぎりけているかぎりけているかぎり、、、、どんなにどんなにどんなにどんなに英語英語英語英語がががが上手上手上手上手でもでもでもでも国際国際国際国際

的的的的にはにはにはには通用通用通用通用しませんしませんしませんしません。。。。的的的的にはにはにはには通用通用通用通用しませんしませんしませんしません。。。。

� 多多多多くのくのくのくの国国国国ではではではでは、、、、このこのこのこの能力能力能力能力をををを小学校小学校小学校小学校からからからから国語国語国語国語のののの授業授業授業授業でででで段階的段階的段階的段階的にににに

教育教育教育教育していますしていますしていますしています。。。。しかししかししかししかし、、、、残念残念残念残念ながらながらながらながら日本日本日本日本ではではではでは、、、、このこのこのこの能力能力能力能力をををを身身身身

につけるようなにつけるようなにつけるようなにつけるような教育教育教育教育はなされていませんはなされていませんはなされていませんはなされていません。。。。
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Ⅳ．今後の高等教育過程と
の間にどのような学習のス
パイラル曲線を描くか？

問題発見力問題発見力問題発見力問題発見力とととと創造力創造力創造力創造力をををを自律的自律的自律的自律的にににに実践実践実践実践できるできるできるできる
““““情報行動力情報行動力情報行動力情報行動力””””、、、、即即即即ちちちち““““言語能力言語能力言語能力言語能力””””をををを高高高高めるめるめるめる！！！！

「「「「アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ」」」」をををを根本根本根本根本からからからから見直見直見直見直すすすす！！！！



平成平成平成平成21年年年年7月月月月11日日日日

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム学会学会学会学会 第第第第２２２２回回回回シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム
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根本根本根本根本からからからから何何何何がががが問題問題問題問題かかかか？？？？
↓↓↓↓

これもこれもこれもこれも““““問題感知問題感知問題感知問題感知・・・・問題解決問題解決問題解決問題解決””””のののの
マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント・・・・イッシューイッシューイッシューイッシューにににに過過過過ぎないぎないぎないぎない

↓↓↓↓

新時代新時代新時代新時代にににに通用通用通用通用するするするする
人材人材人材人材のののの基本能力要件基本能力要件基本能力要件基本能力要件とはとはとはとは何何何何かかかか？？？？
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変化変化変化変化がががが激激激激しくしくしくしく未来未来未来未来がががが見通見通見通見通せないせないせないせない時代時代時代時代をどうをどうをどうをどう生生生生きききき抜抜抜抜くかくかくかくか？？？？

フィンランドフィンランドフィンランドフィンランドのののの元教育大臣元教育大臣元教育大臣元教育大臣 オッリペッカオッリペッカオッリペッカオッリペッカ・・・・ヘイノネンヘイノネンヘイノネンヘイノネン氏氏氏氏
� これからの時代

� 未来を予測できない

� 人々が一生の間に仕事を何度も変える必要

� 周囲に莫大な量の情報があふれかえっている

� 変化に適応して生き抜いて行くためには、自分で自分を導いていく必要

� 自分の内面から、自ら新しいことを学ぼうとするモチベーションが必須

� 新しい出来事に対処する能力、

� 将来思わぬ問題に直面したときにそれを解決する能力

� 学ぶ力

� 他者と協力する力、他国とコミュニケーションする力

かつては、
特定の職業に就くため
の教育があったが・・・

かつては、
特定の職業に就くため
の教育があったが・・・

情報情報情報情報をををを読読読読みみみみ解解解解くくくく力力力力、、、、即即即即ちちちち、、、、

読解力読解力読解力読解力がががが全全全全てのてのてのての基本基本基本基本にあるにあるにあるにある。。。。

情報情報情報情報をををを読読読読みみみみ解解解解くくくく力力力力、、、、即即即即ちちちち、、、、情報情報情報情報をををを読読読読みみみみ解解解解くくくく力力力力、、、、即即即即ちちちち、、、、

読解力読解力読解力読解力がががが全全全全てのてのてのての基本基本基本基本にあるにあるにあるにある。。。。読解力読解力読解力読解力がががが全全全全てのてのてのての基本基本基本基本にあるにあるにあるにある。。。。
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� 全体全体全体全体のののの底上底上底上底上げこそげこそげこそげこそ重要重要重要重要� 全体全体全体全体のののの底上底上底上底上げこそげこそげこそげこそ重要重要重要重要

21世紀世紀世紀世紀にににに日本人日本人日本人日本人がががが直面直面直面直面していくしていくしていくしていく世界観世界観世界観世界観

� 根本根本根本根本からからからから発想発想発想発想をををを変変変変えるえるえるえる必要必要必要必要� 根本根本根本根本からからからから発想発想発想発想をををを変変変変えるえるえるえる必要必要必要必要
� 「「「「何何何何がががが根本問題根本問題根本問題根本問題かかかか」」」」を自力で

問いかけ、筋道を立てて答え

を見つけていく力

�� 「「「「何何何何がががが根本問題根本問題根本問題根本問題かかかか」」」」「「「「何何何何がががが根本問題根本問題根本問題根本問題かかかか」」」」を自力で

問いかけ、筋道を立てて答え

を見つけていく力
��時代時代時代時代のののの前提条件前提条件前提条件前提条件がががが激変激変激変激変時代時代時代時代のののの前提条件前提条件前提条件前提条件がががが激変激変激変激変

�市場の世界一体化・多元化
�異質な文化の交わり・多様化

� 「「「「目標目標目標目標」」」」とととと「「「「モデルモデルモデルモデル」」」」をををを設定設定設定設定し

仮説検証の PDCAを回す力

�� 「「「「目標目標目標目標」」」」とととと「「「「モデルモデルモデルモデル」」」」をををを設定設定設定設定「「「「目標目標目標目標」」」」とととと「「「「モデルモデルモデルモデル」」」」をををを設定設定設定設定し

仮説検証の PDCAを回す力
��海図海図海図海図なきなきなきなき未知未知未知未知のののの航海航海航海航海海図海図海図海図なきなきなきなき未知未知未知未知のののの航海航海航海航海

�真似る手本がない
�世の中に一つの正解は無い！

�「「「「チームチームチームチーム」」」」ののののリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ力力力力

� 課題に臨機応変の編成

� プロジェクト型マネジメント

��「「「「チームチームチームチーム」」」」ののののリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ力力力力「「「「チームチームチームチーム」」」」ののののリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ力力力力

� 課題に臨機応変の編成

� プロジェクト型マネジメント

��課題課題課題課題はははは新新新新しくしくしくしく、、、、複合要因複合要因複合要因複合要因からからからから成成成成るるるる課題課題課題課題はははは新新新新しくしくしくしく、、、、複合要因複合要因複合要因複合要因からからからから成成成成るるるる
�多様な専門を束ねる力
�人材をフラットに編成しマネジ
メントする力が要る

�一部のエリートだけで対処不能
�Seniorityは絶対ではない

�多様な専門家を束ねる

� 平均平均平均平均ののののレベルアップレベルアップレベルアップレベルアップがががが必須必須必須必須� 平均平均平均平均ののののレベルアップレベルアップレベルアップレベルアップがががが必須必須必須必須平均平均平均平均ののののレベルアップレベルアップレベルアップレベルアップがががが必須必須必須必須

�
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日本人日本人日本人日本人のののの““““弱点弱点弱点弱点””””のののの自覚自覚自覚自覚
「日本のもの造り哲学」藤本隆宏教授

�� 「「「「ものものものもの造造造造りりりり」」」」のののの競争力競争力競争力競争力にはにはにはには、、、、国国国国・・・・民族民族民族民族・・・・文化文化文化文化のののの違違違違いいいい＝＝＝＝相性相性相性相性「「「「ものものものもの造造造造りりりり」」」」のののの競争力競争力競争力競争力にはにはにはには、、、、国国国国・・・・民族民族民族民族・・・・文化文化文化文化のののの違違違違いいいい＝＝＝＝相性相性相性相性
によりによりによりにより強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みがあるみがあるみがあるみがある。。。。によりによりによりにより強強強強みみみみ・・・・弱弱弱弱みがあるみがあるみがあるみがある。。。。

競争は

“比較優位の戦い”

裏の競争力
（深層のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ）

裏の競争力
（深層のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ）

もの造りの
組織能力

もの造りの
組織能力

表の競争力
（表層のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ）

表の競争力
（表層のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ）

収益力
（本社）

収益力
（本社）

競争力競争力競争力競争力のののの多層構造多層構造多層構造多層構造モデルモデルモデルモデル競争力競争力競争力競争力のののの多層構造多層構造多層構造多層構造モデルモデルモデルモデル

日本日本日本日本はははは強強強強いいいい日本日本日本日本はははは強強強強いいいい

�「擦り合わせ型」アーキテクチャ製品
�「チームワーク重視」の統合型組織能力

�「オペレーション能力（もの造り）」には強い

日本日本日本日本はははは弱弱弱弱いいいい日本日本日本日本はははは弱弱弱弱いいいい

��上手上手上手上手いいいいビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルをををを創出創出創出創出するするするする能力能力能力能力上手上手上手上手いいいいビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデルをををを創出創出創出創出するするするする能力能力能力能力
��戦略構想力戦略構想力戦略構想力戦略構想力、、、、システムシステムシステムシステム化能力化能力化能力化能力戦略構想力戦略構想力戦略構想力戦略構想力、、、、システムシステムシステムシステム化能力化能力化能力化能力
��巧巧巧巧みにみにみにみに業界標準業界標準業界標準業界標準をををを取取取取ってくるってくるってくるってくる能力能力能力能力巧巧巧巧みにみにみにみに業界標準業界標準業界標準業界標準をををを取取取取ってくるってくるってくるってくる能力能力能力能力

情報知力情報知力情報知力情報知力＝＝＝＝情報知力情報知力情報知力情報知力＝＝＝＝
情報行動能情報行動能情報行動能情報行動能情報行動能情報行動能情報行動能情報行動能

力力力力をををを磨磨磨磨くくくく必要必要必要必要力力力力をををを磨磨磨磨くくくく必要必要必要必要

米国米国米国米国・・・・欧州欧州欧州欧州米国米国米国米国・・・・欧州欧州欧州欧州
�「オープン・モジュラー型」製品に強い

�「構想力」に強く、頭を使って儲ける
� 「ビジネスモデル」「システム思考」・「標準化
志向」

競争力課題競争力課題競争力課題競争力課題競争力課題競争力課題競争力課題競争力課題
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情報社会情報社会情報社会情報社会におけるにおけるにおけるにおける「「「「学習学習学習学習」」」」とととと「「「「教育教育教育教育」」」」のありのありのありのあり方方方方

あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる人間人間人間人間にににに概念的理解概念的理解概念的理解概念的理解とととと意意意意あらゆるあらゆるあらゆるあらゆる人間人間人間人間にににに概念的理解概念的理解概念的理解概念的理解とととと意意意意
図的図的図的図的なななな知識知識知識知識のののの生産生産生産生産をををを求求求求めるめるめるめる社会社会社会社会図的図的図的図的なななな知識知識知識知識のののの生産生産生産生産をををを求求求求めるめるめるめる社会社会社会社会

大多数が既成の手順に従い課題を
処理することができる社会

基本

協働的協働的協働的協働的にににに学習学習学習学習するするするする組織組織組織組織協働的協働的協働的協働的にににに学習学習学習学習するするするする組織組織組織組織工場モデル、垂直型階層組織想定*

大多数大多数大多数大多数のののの生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習ののののモデルモデルモデルモデル大多数大多数大多数大多数のののの生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習ののののモデルモデルモデルモデルエリート選考、大多数の基礎教育対象*

トランザクショナルトランザクショナルトランザクショナルトランザクショナル、、、、歴史的歴史的歴史的歴史的トランザクショナルトランザクショナルトランザクショナルトランザクショナル、、、、歴史的歴史的歴史的歴史的生来的、カテゴリー性質*

概念獲得概念獲得概念獲得概念獲得とととと意図的意図的意図的意図的なななな知識知識知識知識のののの構築構築構築構築概念獲得概念獲得概念獲得概念獲得とととと意図的意図的意図的意図的なななな知識知識知識知識のののの構築構築構築構築基本ｽｷﾙとｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの概念獲得ゴール*

コラボレイティブコラボレイティブコラボレイティブコラボレイティブ（（（（協働協働協働協働））））コラボレイティブコラボレイティブコラボレイティブコラボレイティブ（（（（協働協働協働協働））））個人形態*

知識知識知識知識のののの構築構築構築構築知識知識知識知識のののの構築構築構築構築知識の移転手法*

情報社会情報社会情報社会情報社会情報社会情報社会情報社会情報社会工業社会工業社会工業社会工業社会

出典：伊東武彦 駒沢女子短期大学 研究紀要第32号、 並びに*Keating (1995)筆者訳

�� 工業社会工業社会工業社会工業社会とととと情報社会情報社会情報社会情報社会におけるにおけるにおけるにおける学習学習学習学習（（（（教育教育教育教育））））のののの特質特質特質特質工業社会工業社会工業社会工業社会とととと情報社会情報社会情報社会情報社会におけるにおけるにおけるにおける学習学習学習学習（（（（教育教育教育教育））））のののの特質特質特質特質

�� 学習学習学習学習はははは個人個人個人個人とととと共同体共同体共同体共同体のののの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中でででで生生生生じるじるじるじる。。。。学習学習学習学習はははは個人個人個人個人とととと共同体共同体共同体共同体のののの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中でででで生生生生じるじるじるじる。。。。

�� 知識知識知識知識はははは共同体共同体共同体共同体にににに分分分分かちかちかちかち持持持持たれているたれているたれているたれている。。。。知識知識知識知識はははは共同体共同体共同体共同体にににに分分分分かちかちかちかち持持持持たれているたれているたれているたれている。。。。
�� 周囲周囲周囲周囲のののの人間人間人間人間やややや人工物人工物人工物人工物がががが重要重要重要重要なななな媒体媒体媒体媒体（（（（媒介媒介媒介媒介））））周囲周囲周囲周囲のののの人間人間人間人間やややや人工物人工物人工物人工物がががが重要重要重要重要なななな媒体媒体媒体媒体（（（（媒介媒介媒介媒介））））
�� 互互互互いにいにいにいに知恵知恵知恵知恵をををを交換交換交換交換互互互互いにいにいにいに知恵知恵知恵知恵をををを交換交換交換交換
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““““読解力読解力読解力読解力””””がががが国際社会国際社会国際社会国際社会でででで常識常識常識常識とされるとされるとされるとされる基礎能力基礎能力基礎能力基礎能力

� クリティカル・リーディング
� 文章の内容を構造的に分析する

� 小論文（Essay）でパラグラフライティングする

� 論拠（理由）に基づき論証し意見を述べる

� テクスト分析＝批判的考察の“観点”
� Structure ：構造

� Characters ：登場人物

� Point of view ：視点

� Setting ：設定

� Style ：スタイル

� Tone ：調子

� Symbolism & Allegory：象徴性と寓意

� Metaphor ：隠喩と暗喩

� Theme ：テーマ

社会人社会人社会人社会人にとってのにとってのにとってのにとっての社会人社会人社会人社会人にとってのにとってのにとってのにとっての
““““読解力読解力読解力読解力””””とはとはとはとは？？？？““““読解力読解力読解力読解力””””とはとはとはとは？？？？

ビジネスにおける

情報を読む→

問題感知・解決

（現状認識）

原因分析）

（目標設定）

（解決策企画）

（集団意思形成）
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出典）つくば言語技術教育研究所 所長 三森ゆりか氏作成資料
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欧米共通欧米共通欧米共通欧米共通のののの““““母語教育母語教育母語教育母語教育””””（（（（言語技術教育言語技術教育言語技術教育言語技術教育））））

年齢年齢年齢年齢

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

対話対話対話対話（（（（話話話話すすすす・・・・聞聞聞聞くくくく）））） 読解読解読解読解（（（（読読読読むむむむ）））） 作文作文作文作文（（（（書書書書くくくく））））

ドイツドイツドイツドイツのののの母語教育母語教育母語教育母語教育ののののカリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム
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学
中
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中
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校
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19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

聴いて理解する
物語の再話
"Nacherzählung"

物語・短長編小説の要約
"Inhaltsangabe"

テクストの分析と
解釈・批判
"Interpretation"

物語物語物語物語（（（（年齢年齢年齢年齢物語物語物語物語（（（（年齢年齢年齢年齢77777777--1111111111111111))
視点視点視点視点をををを変変変変えるえるえるえる視点視点視点視点をををを変変変変えるえるえるえる((1111111111111111--1212121212121212))

説明説明説明説明・・・・描写描写描写描写説明説明説明説明・・・・描写描写描写描写((99999999--1414141414141414))
レポートレポートレポートレポートレポートレポートレポートレポート ((1111111111111111--1414141414141414))
アピールアピールアピールアピールアピールアピールアピールアピール ((1111111111111111--1212121212121212))
議事録議事録議事録議事録議事録議事録議事録議事録 ((1414141414141414--1515151515151515))

手紙手紙手紙手紙手紙手紙手紙手紙 ((77777777--1313131313131313))
ブックレポートブックレポートブックレポートブックレポートブックレポートブックレポートブックレポートブックレポート ((1212121212121212--1414141414141414))
名画名画名画名画のののの説明説明説明説明とととと分析分析分析分析名画名画名画名画のののの説明説明説明説明とととと分析分析分析分析((1616161616161616--1717171717171717))
小論文小論文小論文小論文小論文小論文小論文小論文 ((1515151515151515--1717171717171717))

論文論文論文論文論文論文論文論文 ((1717171717171717--1919191919191919))

学年学年学年学年
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出典） つくば言語技術教育研究所 所長 三森ゆりか氏作成資料
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証言証言証言証言２２２２_Jリーグリーグリーグリーグがががが「「「「言語技術教育言語技術教育言語技術教育言語技術教育」」」」をををを採用採用採用採用

� 日本サッカー協会
� 欧米で広く行われている「言語技術教育（ Language Arts）」コースを導入。

�指導者育成コース

� JFAアカデミー福島（中高生）

� Jリーグの選手強化策

� つくば言語技術教育研究所・三森ゆりか先生を指導者に

� 「サッカーというのは、唯一の正解が無いスポーツだからこそ、監督監督監督監督はははは自分な

りに論理的に考え抜いた上でこの方法が一番良いのだということを根拠根拠根拠根拠（（（（エビエビエビエビ

デンスデンスデンスデンス））））をもってをもってをもってをもって選手選手選手選手たちにたちにたちにたちに納得納得納得納得させなくてはならないさせなくてはならないさせなくてはならないさせなくてはならない」

「『言語技術』が日本サッカーを変える」田嶋幸三/光文社新書

田島氏曰田島氏曰田島氏曰田島氏曰くくくく、「、「、「、「何故言語技術何故言語技術何故言語技術何故言語技術がががが必要必要必要必要かかかか？？？？それはそれはそれはそれは今今今今、、、、世界世界世界世界がががが見見見見えてきたからだえてきたからだえてきたからだえてきたからだ。。。。世世世世田島氏曰田島氏曰田島氏曰田島氏曰くくくく、「、「、「、「何故言語技術何故言語技術何故言語技術何故言語技術がががが必要必要必要必要かかかか？？？？それはそれはそれはそれは今今今今、、、、世界世界世界世界がががが見見見見えてきたからだえてきたからだえてきたからだえてきたからだ。。。。世世世世
界界界界とととと戦戦戦戦うことができるうことができるうことができるうことができるレベルレベルレベルレベルにににに上上上上がったからこそがったからこそがったからこそがったからこそ、、、、それがそれがそれがそれが必要必要必要必要であるであるであるである」」」」とととと。。。。界界界界とととと戦戦戦戦うことができるうことができるうことができるうことができるレベルレベルレベルレベルにににに上上上上がったからこそがったからこそがったからこそがったからこそ、、、、それがそれがそれがそれが必要必要必要必要であるであるであるである」」」」とととと。。。。

WhyWhy？？？？？？？？

自分の意見・主張を
はっきり持ち言語化す

る

何故、そこにパスを出した
のか？
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情報社会情報社会情報社会情報社会におけるにおけるにおけるにおける
教育教育教育教育（（（（学習学習学習学習））））体系体系体系体系のありのありのありのあり方方方方のののの基本課題基本課題基本課題基本課題

� 製造業のもの造りの多くの分野で、日本は世界市場でトップクラスを走る実力を築

いた。しかるに、情報社会になって、一部例外を除き、ソフトウェアの輸出入比率

１対１００に見る如く、技術開発力、情報活用力で、米国に大きく遅れをとっている。

�� やはりやはりやはりやはり、、、、これにはこれにはこれにはこれには、、、、根本的根本的根本的根本的なななな要因要因要因要因があるとがあるとがあるとがあると考考考考えるべきではないだろうかえるべきではないだろうかえるべきではないだろうかえるべきではないだろうか？？？？やはりやはりやはりやはり、、、、これにはこれにはこれにはこれには、、、、根本的根本的根本的根本的なななな要因要因要因要因があるとがあるとがあるとがあると考考考考えるべきではないだろうかえるべきではないだろうかえるべきではないだろうかえるべきではないだろうか？？？？

� 米国がこのように発展したのは、概念化・論理化・コード化に優れ、対話に力点を

おく文化にもとづくと考えられる。その基礎をなす欧州の文化は、情報技術にとど

まらず、学問全体の発展の基盤ともなっている。 欧米では歴史的に初等中等高

等教育の中で、概念化・論理化・コード化、対話に力点をおいた言語技術教育が

行なわれている。

�� 時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム変化変化変化変化にはにはにはには、、、、時代時代時代時代ののののパラダイムパラダイムパラダイムパラダイム変化変化変化変化にはにはにはには、、、、「「「「社会社会社会社会のののの学習様式学習様式学習様式学習様式」」」」のありのありのありのあり方方方方「「「「社会社会社会社会のののの学習様式学習様式学習様式学習様式」」」」のありのありのありのあり方方方方にもにもにもにも大大大大きなきなきなきな「「「「転換転換転換転換」」」」をををを迫迫迫迫っっっっにもにもにもにも大大大大きなきなきなきな「「「「転換転換転換転換」」」」をををを迫迫迫迫っっっっ

ているとているとているとていると考考考考えるべきであるえるべきであるえるべきであるえるべきである。。。。２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ががががグローバルグローバルグローバルグローバル化化化化とととと情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会のののの進展進展進展進展するするするする社会社会社会社会ているとているとているとていると考考考考えるべきであるえるべきであるえるべきであるえるべきである。。。。２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ががががグローバルグローバルグローバルグローバル化化化化とととと情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会のののの進展進展進展進展するするするする社会社会社会社会

であるであるであるである以上以上以上以上、、、、即即即即したしたしたしたであるであるであるである以上以上以上以上、、、、即即即即したしたしたした能力開発能力開発能力開発能力開発のののの仕組仕組仕組仕組みとみとみとみと実践実践実践実践能力開発能力開発能力開発能力開発のののの仕組仕組仕組仕組みとみとみとみと実践実践実践実践をををを築築築築くくくく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。をををを築築築築くくくく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。

� 小中高大（院）の教育課程において国際社会・情報社会に対応するため、欧米の

言語技術の優れた点を取り入れた改革を図る一方、社会人においても実践的な

「論理思考とコミュニケーション力強化」の取組みが必要である。
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感性感性感性感性とととと
概念化概念化概念化概念化（（（（言葉化言葉化言葉化言葉化））））するするするする力力力力

↓↓↓↓
「「「「形形形形」」」」にするにするにするにする力力力力

エンディングエンディングエンディングエンディング
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（（（（１１１１））））日本日本日本日本とととと欧米欧米欧米欧米のののの思考様式思考様式思考様式思考様式のののの違違違違いをいをいをいを知知知知るるるる

思考とコミュニケーションのパターン
～～～～ 彼我彼我彼我彼我のののの差差差差をををを知知知知りりりり、、、、次次次次ののののステップステップステップステップへのへのへのへの発展発展発展発展・・・・飛躍飛躍飛躍飛躍のののの基礎基礎基礎基礎とするとするとするとする ～～～～

（資料出典：コスモロジック代表芳賀正憲氏作成）

ロジックロジックロジックロジック

対話対話対話対話

コードコードコードコード

米国米国米国米国米国米国米国米国・・・・欧州欧州欧州欧州・・・・欧州欧州欧州欧州

日本日本日本日本日本日本日本日本

コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト

以心伝心以心伝心以心伝心以心伝心

経験経験経験経験・・・・感性感性感性感性
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（（（（２２２２））））言葉言葉言葉言葉のののの「「「「露点露点露点露点」」」」

�オギュスタン・ベルク氏
（仏・地理学者・日本の風土の研究）

�感覚→漠然とした全体像

�分析・抽象化→成り立ちや性質を明ら
かにし個々の輪郭をはっきり認識

�言語化→認識の内容が言葉になる

出典：ベルク氏フランス語論文「俳句における言葉の露天と風景」および同氏の平成17年度和敬塾シンポジウムにおける講演内容より

言語言語言語言語はははは「「「「形形形形」」」」をををを与与与与えるえるえるえる役割役割役割役割をををを果果果果たしているとたしているとたしているとたしていると認識認識認識認識できるできるできるできる。。。。

言語は、脳のシステム（体系）の中で、意識・知覚・記憶か
らなる心の働きのそれぞれと双方向の情報のやり取りをし
て、再帰的に機能する。そして、それ自体が心の一部とし
て独立性を有するとされるエンジン的な働きをすると理解

される。

出典：「言語の脳科学」酒井邦嘉氏

言語言語言語言語はははは「「「「形形形形」」」」をををを与与与与えるえるえるえる役割役割役割役割をををを果果果果たしているとたしているとたしているとたしていると認識認識認識認識できるできるできるできる。。。。

言語は、脳のシステム（体系）の中で、意識・知覚・記憶か
らなる心の働きのそれぞれと双方向の情報のやり取りをし
て、再帰的に機能する。そして、それ自体が心の一部とし
て独立性を有するとされるエンジン的な働きをすると理解

される。

出典：「言語の脳科学」酒井邦嘉氏

■■■■自然言語自然言語自然言語自然言語・・・・コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ言語言語言語言語・・・・メタメタメタメタ言語言語言語言語

コンテキスト

日本語（文化）

コード

露点

メタ言語

コンピュータ言語

欧米語（文化）

資料出典：コスモロジック代表芳賀正憲氏作成

「露点」
「言葉になる時点」

水蒸気が温度を下げていくと
露になる事象に例えて命名

「露点」
「言葉になる時点」

水蒸気が温度を下げていくと
露になる事象に例えて命名

�２つのモードを別個に認識して使い
分けることが日本人としての創造力を
高めることになると考える。

�日本人と欧米人とが、感じるところを
「言葉」という「形」に表象する際の表
わし方の段階・形態の違いを分析
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（（（（３３３３））））情報情報情報情報のののの実体実体実体実体とととと情報情報情報情報システムシステムシステムシステム

� コンピュータ言語

� モデリング（仕様記述）言語〔ＵＭＬ等〕、プログラミング言語〔ＣＯＢＯＬ等〕、問合わ
せ言語〔ＳＱＬ等〕、マークアップ言語〔ＨＴＭＬ、ＸＭＬ等〕は、露点を最も下げ、コン
テキストを排してコードのみで意味を表現していこうとしたもの

� ソフトウェア開発のプロセスは、一般に自然言語で定義された要求仕様をコン
ピュータ言語に変換するプロセス

� 欧米人にとっては、
� 自然言語からコンピュータのためのプログラミング言語までがシームレスにつな
がったものとして認識されて言語を発達させてきた。

� メタという考え方が、メタフィジカ以来長い歴史をもち、よく行なわれている。

� 言語について説明するメタ言語としてマークアップ言語が開発されたことは、
Web2.0など、情報システムの世界に画期的な飛躍をもたらした。

� 人間の立場に立つならば、情報システムは言語システム、情報技術は言語技術であ
ると言える。

� 私たちは小学生から社会人まで、それぞれのレベルにおいて、記号論などの言語科
学および言語技術を、もっと学んでいく必要がある。

� 日本人にとっては、
� 欧米語に比べてコンピュータ言語と露点が離れている日本語文化の中で、優れた
ソフトウェアを開発することには、困難が伴なうことが理解できる。
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（（（（４４４４））））実在世界実在世界実在世界実在世界とととと言語世界言語世界言語世界言語世界

� 科学は、実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界の事象を言語言語言語言語でででで記述記述記述記述言語言語言語言語でででで記述記述記述記述する
� 写像により言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界に「実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界の象（モデル）」を書く

� 技術は、欲しいと（言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界言語世界で）考える道具を実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界実在世界に作る
� 古代（科学の始まる前）から、試行錯誤を通して、進歩させてきた

出典：「科学が進化する５つの条件」_市川惇信_岩波書店

言語能力による
人々の間での
コミュニケーション

（情報の
交換と共有）

言語能力による
人々の間での
コミュニケーション

（情報の
交換と共有）

図図図図１１１１：：：：科学科学科学科学図図図図１１１１：：：：科学科学科学科学 実在世界実在世界実在世界実在世界のののの言語世界言語世界言語世界言語世界へのへのへのへの写像写像写像写像実在世界実在世界実在世界実在世界のののの言語世界言語世界言語世界言語世界へのへのへのへの写像写像写像写像

実在事象

実在世界

実在事象の像

実在世界の像

言語世界

InformationInformation

図図図図２２２２：：：：技術技術技術技術図図図図２２２２：：：：技術技術技術技術 言語世界言語世界言語世界言語世界からからからから実在世界実在世界実在世界実在世界へのへのへのへの写像写像写像写像言語世界言語世界言語世界言語世界からからからから実在世界実在世界実在世界実在世界へのへのへのへの写像写像写像写像

技術

実在世界

人口物世界

言語世界

願望

IncarnationIncarnation
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（（（（５５５５））））言語技術教育言語技術教育言語技術教育言語技術教育

�絵の分析

「「「「絵絵絵絵のののの分析分析分析分析」」」」項目項目項目項目（（（（カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー））））

①①①① 場所場所場所場所

②②②② 季節季節季節季節

③③③③ 天気天気天気天気

④④④④ 時間時間時間時間・・・・時代時代時代時代

⑤⑤⑤⑤ 描描描描かれたかれたかれたかれた人物人物人物人物

⑥⑥⑥⑥ 何何何何がががが起起起起こっているかこっているかこっているかこっているか

何何何何をををを意味意味意味意味しているかしているかしているかしているか

⑦⑦⑦⑦ テーマテーマテーマテーマ

⑧⑧⑧⑧ 〔〔〔〔必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて〕〕〕〕象徴象徴象徴象徴

⑨⑨⑨⑨ 〔〔〔〔必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて〕〕〕〕構図構図構図構図・・・・色色色色・・・・描描描描きききき方方方方などなどなどなど

⑩⑩⑩⑩ 〔〔〔〔絵絵絵絵のののの分析終了後分析終了後分析終了後分析終了後〕〕〕〕タイトルタイトルタイトルタイトル

絵絵絵絵のののの分析分析分析分析とととと論理論理論理論理のののの三角形三角形三角形三角形絵絵絵絵のののの分析分析分析分析とととと論理論理論理論理のののの三角形三角形三角形三角形

主張主張主張主張・・・・意見意見意見意見・・・・解釈解釈解釈解釈
場所場所場所場所はははは海辺海辺海辺海辺

裏裏裏裏づけづけづけづけ
事実事実事実事実・・・・データデータデータデータ・・・・
具体例具体例具体例具体例・・・・引用引用引用引用

灯台灯台灯台灯台がががが
描描描描かれているかれているかれているかれている

（広辞苑）航路標識の一。沿岸
航行の船舶に目につきやすく建
てられた塔状の構造物（略）。

出典）つくば言語技術教育研究所 三森ゆ
りか所長の資料より一部加工・転載
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(2/3)

� テクスト分析(クリティカル・リーディング）の方法

� 作家： どんな人か

� プロットとストーリー： 構造・ジャンル

� 視点： 何人称か 語り手は誰か

� 時制： どの時制か 時制が変更する点はないか

� 文法： 特殊な文法が使用されていないか

� 語彙： 特殊な語彙が用いられていないか

� 登場人物： 名前・性別・年齢・性格・容姿・服装・行動・表情・

状況（状態）・階級・出身・職業・地位・社会的役割

言葉遣い・家族構成・考え方 他

� 設定： 時代背景・場所時間・季節・天気 他

� 主題： 題名・主題（翻訳ものでは、原題の分析）

� 象徴： 隠（暗）喩（メタファ）

� その他

出典）つくば言語技術教育研究所 三森ゆりか所長の資料より一部加工・転載
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(3/3)

� パラグラフ・ライティングと小論文（エッセイ）の関係

Paragraph あるあるあるある事柄事柄事柄事柄についてについてについてについて１１１１段落段落段落段落でまとめるでまとめるでまとめるでまとめる文章文章文章文章

Essay あるあるあるある事柄事柄事柄事柄についてについてについてについて三部構成三部構成三部構成三部構成でまとめるでまとめるでまとめるでまとめる文章文章文章文章

Introduction 序論序論序論序論

1st Supporting paragraph

2nd Supporting paragraph

3rd Supporting paragraph

Topic sentence

Supporting sentences

Concluding sentence

何について書くのか・話題は何か？

全体の内容の予告（先に知らせる）

どんな意見をもっているか ・・・など

・具体例：事例・事実

・理由（根拠）

・詳細説明 ・・・ など

全体のまとめ

最終的な考え（結論） ・・・ など

１
パ
ラ
グ
ラ
フ

１
パ
ラ
グ
ラ
フ

１
パ
ラ
グ
ラ
フ

１
パ
ラ
グ
ラ
フ

【一般情報から本体の具体的内容へ】

A：背景情報

読者の関心をひく書き出しの工夫

逸話・引用・質問・事実・統計など

B：論題・命題・論点(Thesis statement)

本論で扱う事柄の予告①②③

①の内容の展開

②の内容の展開

③の内容の展開

Conclusion 結論結論結論結論

全体のまとめ

論題への再言及・問い・解決への提案・今
後の予想（予測） など

本
体
本
体
本
体
本
体
・・・・本
論
本
論
本
論
本
論

B
o
d
y

出典）つくば言語技術教育研究所 三森ゆ
りか所長の資料より一部加工・転載
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（（（（６６６６））））感性感性感性感性とととと論理論理論理論理とのとのとのとの対話対話対話対話

� 感性の対象
� 「絵」

� 絵画、そして交通標識・住宅の間取り・地図上の目的地までの行き方・コママンガ（文字説明
を省略）・イラスト etc.

� テクスト文
� 「物語」 「小説」 「論説文」 etc.

� 芸能
� 「芝居・劇」「ドラマ」「映画」「ミュージカル」「オペラ」「演奏会」 etc.

� 読解の対象 “クリティカル・リーディング”
� 芸術の作品の数々は、「感性」を通して、「読解」の対象となる。

� 「どのようなことが描かれているか」「何故そのように理解し解釈するのか」、即ち「情
報」を読み解くこと

� 言語技術の面から捉える場合には、
� 「絵」の作者の意図と描かれた内容を読み解くことと、

� 小説の作者の意図と書かれた内容を読み解くことは、

� 「情報を引き出し解釈する」ことの本質のところでは共通の「情報行動」

� 説明とコミュニケーション ＝ 根拠を持って人に分かり易く伝える力 ＝ 論理
� 自身の「感性」は「説明」という言語技術の媒体によって「形化」される

� 「分かり易い」ことのための「論理」性の「確かさ」を規準に持つ

� 「感性と論理の対話」の世界が生まれてくる
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（（（（７７７７））））「「「「形形形形」」」」にするにするにするにする力力力力 = ２つのモード：概念と感性

� プロジェクトマネジメント（PM）には「論理的に考える力」の養成と、言葉の力で「組織的に問題を

解く」ための二つの種類の実践的なトレーニングが必要である。

� 第１プロセスとしての「実体の認識内容」
� 自然言語の正確さ、すなわち論理性によって普遍的な伝え方が可能になるので、その自然言語運用のスキルを上げ
ることが本質的な対策となる。

� 第２のプロセスである「プログラミング言語」
� システムエンジニアとしての専門能力としての訓練を意味するはずである。これらが直接的な人材育成の対策の中心
をなしているはずである。

� 前者前者前者前者のののの「「「「実体実体実体実体のののの論理的認識力論理的認識力論理的認識力論理的認識力」」」」とととと「「「「論理的論理的論理的論理的にににに説明説明説明説明してしてしてして伝伝伝伝えるえるえるえる力力力力（（（（コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力）」）」）」）」についてはについてはについてはについては、、、、

現在現在現在現在のののの大学教育大学教育大学教育大学教育においてにおいてにおいてにおいて体系立体系立体系立体系立ったったったった教育課程教育課程教育課程教育課程はははは整備整備整備整備されていないというのがされていないというのがされていないというのがされていないというのが現状現状現状現状であろうであろうであろうであろう。。。。

・情報工学系の学科が提供
するカリキュラム群

・プログラミング言語の習得
・基礎としてのソフトウェア
工学ほかコア領域の学科

・業務要件に基づき、
プログラム言語で記
述する設計情報化の
転写のプロセス

第２
プロセス
（後段）

・・・・企業人企業人企業人企業人（（（（社会社会社会社会
人人人人））））・・・・大学大学大学大学（（（（院院院院））））・・・・
高校高校高校高校・・・・中学中学中学中学・・・・小学校小学校小学校小学校
とどのようにとどのようにとどのようにとどのようにデザイデザイデザイデザイ
ンンンンするかがするかがするかがするかが課題課題課題課題となとなとなとな
るるるる。。。。

・・・・哲学哲学哲学哲学
・・・・論理学論理学論理学論理学
・・・・管理工学管理工学管理工学管理工学
・・・・本質本質本質本質はははは、、、、文章文章文章文章をををを論理論理論理論理
的的的的にににに書書書書くくくく訓練機会訓練機会訓練機会訓練機会がすがすがすがす
べてにべてにべてにべてに通通通通じるじるじるじる。。。。

・・・・ものごとをものごとをものごとをものごとを理解理解理解理解してしてしてして論論論論
理的理的理的理的にににに認識認識認識認識しししし記述記述記述記述するするするする
能力能力能力能力。。。。
・・・・母国語母国語母国語母国語によるによるによるによる国語力国語力国語力国語力
(Critical (Critical (Critical (Critical 
reading/thinking)reading/thinking)reading/thinking)reading/thinking)

・・・・自然言語自然言語自然言語自然言語をををを中心中心中心中心
にににに記述記述記述記述するするするする実体内実体内実体内実体内
容容容容（（（（業務要件業務要件業務要件業務要件））））のののの
認識内認識内認識内認識内をををを設計情報設計情報設計情報設計情報
化化化化するするするするプロセスプロセスプロセスプロセス

第第第第１１１１
プロセスプロセスプロセスプロセス
（（（（前段前段前段前段））））

共通課題教育課程カリキュラム設計能力要素情報システムのデザインプロセス

■■■■■■■■システムシステムシステムシステムののののデザインデザインデザインデザインのののの基本基本基本基本プロセスプロセスプロセスプロセスとととと教育課程教育課程教育課程教育課程のののの基本要素基本要素基本要素基本要素システムシステムシステムシステムののののデザインデザインデザインデザインのののの基本基本基本基本プロセスプロセスプロセスプロセスとととと教育課程教育課程教育課程教育課程のののの基本要素基本要素基本要素基本要素
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仕事仕事仕事仕事社会人電気・計測等技術の応用

？？？？小学電圧・電流・直列・並列

？？？？中学オームの法則

？？？？高校物理・電磁気学

？？？？大学（例）電気工学

論理的思考力論理的思考力論理的思考力論理的思考力とととと

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション力力力力

目的・対象物質・エネルギー

情報社会工業社会

（（（（８８８８））））系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系のののの整備整備整備整備のののの必要必要必要必要

�� 系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系のののの整備整備整備整備系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系系統的学習体系のののの整備整備整備整備

�� 小中高小中高小中高小中高・・・・大大大大（（（（院院院院））））のののの教育課程教育課程教育課程教育課程～～～～社会人社会人社会人社会人にににに通通通通じるじるじるじる一環一環一環一環したしたしたした内容内容内容内容のののの系譜系譜系譜系譜小中高小中高小中高小中高・・・・大大大大（（（（院院院院））））のののの教育課程教育課程教育課程教育課程～～～～社会人社会人社会人社会人にににに通通通通じるじるじるじる一環一環一環一環したしたしたした内容内容内容内容のののの系譜系譜系譜系譜

� 大学と企業との連携・協働的な“産学協生”の活動

� 実践知としての情報システム教育の系統的教育（学習）体系
のあり方を問う？！
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� ソフトウェア産業における人材の能力開発とスキルの訓練のあり方

� 論議すべき中核領域は、言うまでもなく、「造り手」と「使い手」とを合わせて、ソ
フトウェアの「もの造り」に関わるすべての人々の能力開発のあり方を問うこと
に焦点がある。

小中高校生 大学（院）生 企業人

教育カリキュラム・教材・指導法 就職時採用要件・育成要件

■ステージ毎の能力要件と教育課程の関係（概念図）

第一要件第二要件第三要件第四要件

職業社会においては、
仕事が要求する資質と
知識・経験とスキルの
スペックで人材の能力
要件が定義されること

企業が大学生、およ
び大学院卒業生を採
用する際の採用要件
が明確に定義される

べきこと

教育カリキュラムのあり
方の問題

小中高そして大学へと
子供の成長過程の理解
力の段階を考慮に入れ
て、順々に学習過程が
組まれるのが原則であ

ること
・大学は基礎・原理教育の場
・クリティカルリーディングは社会全
般、および国際人としての基礎力
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提言提言提言提言 ～～～～産学共生産学共生産学共生産学共生～～～～

� 第一に、
� 「情報を読み解く力」「論理的思考力とコミュニケーション力」を、大学教
育における「基礎力養成」のカリキュラムに織り込むことを提案したい。

�� 具体的具体的具体的具体的にはにはにはには「「「「クリティカルリーディングクリティカルリーディングクリティカルリーディングクリティカルリーディング」」」」についてのについてのについてのについての授業授業授業授業をををを大学大学大学大学のののの初年度初年度初年度初年度具体的具体的具体的具体的にはにはにはには「「「「クリティカルリーディングクリティカルリーディングクリティカルリーディングクリティカルリーディング」」」」についてのについてのについてのについての授業授業授業授業をををを大学大学大学大学のののの初年度初年度初年度初年度

段階段階段階段階でででで導入導入導入導入することがすることがすることがすることが有効有効有効有効であるとであるとであるとであると考考考考えるえるえるえる。。。。段階段階段階段階でででで導入導入導入導入することがすることがすることがすることが有効有効有効有効であるとであるとであるとであると考考考考えるえるえるえる。。。。できれば必修とすべきと考

える。

何故ならば、「文章の書き方」には「定型的な様式」があり、それらはすべて

の学問や実社会での活動の基礎をなすものであると認識するからであ

る。

� 第二に、
� 「社会との密接な関わりの養成」のカリキュラムとして、地域社会地域社会地域社会地域社会やややや専門専門専門専門地域社会地域社会地域社会地域社会やややや専門専門専門専門
分野分野分野分野でででで社会性社会性社会性社会性のののの高高高高いいいいテーマテーマテーマテーマをををを主題主題主題主題にににに、、、、本勉強会本勉強会本勉強会本勉強会でででで実施実施実施実施しているしているしているしている内容内容内容内容をををを分野分野分野分野でででで社会性社会性社会性社会性のののの高高高高いいいいテーマテーマテーマテーマをををを主題主題主題主題にににに、、、、本勉強会本勉強会本勉強会本勉強会でででで実施実施実施実施しているしているしているしている内容内容内容内容をををを
基礎基礎基礎基礎にににに参照参照参照参照しながらしながらしながらしながら、、、、基礎基礎基礎基礎にににに参照参照参照参照しながらしながらしながらしながら、、、、Project based learningProject based learningでででで取組取組取組取組むむむむ問題感知問題感知問題感知問題感知とととと問題問題問題問題でででで取組取組取組取組むむむむ問題感知問題感知問題感知問題感知とととと問題問題問題問題
解決手法解決手法解決手法解決手法のののの実践実践実践実践プログラムプログラムプログラムプログラムをををを開発開発開発開発・・・・実施実施実施実施することすることすることすること解決手法解決手法解決手法解決手法のののの実践実践実践実践プログラムプログラムプログラムプログラムをををを開発開発開発開発・・・・実施実施実施実施することすることすることすることも提案したい。

� 社会に向けた問題意識と参加力を養成する上で有効となると考える。

情報社会情報社会情報社会情報社会をををを生生生生きるためのきるためのきるためのきるための基本課題基本課題基本課題基本課題

““““「「「「問問問問いいいい」」」」をををを立立立立てるてるてるてる力力力力””””
““““自分自分自分自分のののの情報情報情報情報ののののシステムシステムシステムシステムをををを創創創創りりりり上上上上げるげるげるげる！！！！””””

ごごごご静聴静聴静聴静聴ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。

エム・スクエアー株式会社
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参照文献参照文献参照文献参照文献

� つくば言語技術教育研究所 所長 三森ゆりか氏資料より転載・一部加工、および「コミュニケーション・ス
キル（言語技術）概論（2007）」「問答ゲーム例題集（2007）」ほか講義教材を参照。

� 人材育成委員会・「情報システム分野における人材育成への取組みの基本的考え方」より関係箇所を抜
粋

� 沢田允茂（岩波新書「現代論理学入門」
� 今道友信先生：平成19年12月8日の情報システム学会・「生圏情報システム研究会」主催の講演会の講演

内容より
� 福沢諭吉、「文明論之概略」の「緒言」、「第四章 一国人民の智徳を論ず」より
� 川喜多二郎，「発想法―創造性開発のために」，中公新書，1967 
� [1]石原勝吉「やさしいQC七つ道具:現場の力を伸ばすために」，日本規格協会，1980 納谷嘉信，「おはな

し新QC七つ道具」，日本規格協会，1987 
� 後正武，「論理思考と発想の技術」，PHP研究所，2006、後正武，「意思決定のための分析の技術」，戦略

ブレーンBOOKS，1998 
� 畑村洋太郎，「創造学のすすめ」，講談社，2003 
� 第4回情報システム学会・総会 佐伯胖先生（青山学院大学教授）ご講演より
� Salomon Gavriel編著、松田文子監，「現代基礎心理学叢書⑨分散認知」“Distributed Cognition”，協同出

版，2004 
� Jean Lave＆Etienne Wenger佐伯胖訳，「状況に埋め込まれた学習 正統的周辺参加」，産業図書、1993、

佐伯胖，「『わかり方』の研究」，小学館，2004
� [1] Jon R. Katzenbach and Douglas K. Smith, “The discipline of Teams”, Harvard business Review July-

August 2005, pp.162-171 

� 小泉英明、「脳は出会いで育つ」青灯社、2005 
� IPA調査データ(日経BP ITプロhttp://itpro.nikkeibp.co.jp/article/COLUMN/20080212/293580/），2008
� 伊東武彦 駒沢女子短期大学 研究紀要第32号、 並びに*Keating (1995)筆者訳
� 藤本隆宏、「日本のもの造り哲学」、日本経済新聞社、2004
� 「科学が進化する５つの条件」_市川惇信_岩波書店_2008

� 情報システム学会・人材育成委員会・「情報システム分野における人材育成への取組みの基本的考え方」


